
    

2022 年１月１日以降の実績 

１号機 
・1号機および2号機使用済燃料プール（以下、「SFP」という。）循環冷却系においては、3号機SFP

循環系（二次系）設備撤去関連作業に伴い、1 月 20 日午前 8 時から同日（1 月 20 日）午後5 時ま

での間、1 号機については一，二次系、2 号機については二次系の運転を停止予定であり、停止

期間終了時点で以下の通り評価。 

1 号機：1 月 19 日午前 5 時現在の SFP 水温度は 19.2℃であり、放熱を考慮し停止期間終了時点

で約19.8℃と評価。 

［実績］1 月 20 日午前 10 時 19 分、SFP 循環冷却系の運転を停止。冷却停止時の SFP 水温度は

19.1℃。 

予定作業が終了したことから、1 月 20 日午後 3 時 45 分、SFP 循環冷却系の運転を再開。

運転再開後の SFP 水温度は 19.3℃。運転状態について異常がないことを確認。 

2 号機：1 月 19 日午前 5 時現在の SFP 水温度が 18.7℃であり、放熱を考慮し停止期間終了時点

で約19.4℃と評価。 

［実績］1 月 20 日午前 10 時 33 分、SFP 循環冷却系の運転を停止。冷却停止時の SFP 水温度は

18.6℃。 

予定作業が終了したことから、1 月 20 日午後 3 時 20 分、SFP 循環冷却系の運転を再開。

運転再開後の SFP 水温度は 18.7℃。運転状態について異常がないことを確認。 

・1 号機の原子炉格納容器水位が低下傾向にある可能性が考えられることから、3 月 22 日に水中

ROV を利用し水位確認（水中 ROV のケーブル送り量確認）を行ったところ、水位が実際に低下し

ていることを確認した。水中 ROV による原子炉格納容器内部調査を再開するにあたり、低下前の

水位を確保する必要があることから、3 月 23 日午後 0 時 3 分、原子炉注水量を下記のとおり変更

した。 

＜原子炉注水変更＞ 

原子炉注水量   ：3.5m３/h→5.5m３/h 

内訳 

・FDW 系注水量   ：2.0m３/h→4.0m３/h 

・CS 系注水流量   ：1.5m３/h（変更なし） 

関連パラメータについては、異常のないことを確認した。 

また今後、原子炉格納容器水位が安定するまでの間、水位の傾向を監視しながら、微調整のため

の流量調整（－0.3m３/h～＋0.3m３/h 程度）を行う。 

その後、1 号機の原子炉格納容器の水位安定のため、3 月 25 日午後 4 時32 分、原子炉注水量を

下記のとおり変更した。 

＜原子炉注水変更＞ 

原子炉注水量  ：5.5m３/h→3.9m３/h 

内訳 

・FDW 系注水量 ：4.0m３/h→2.4m３/h 

・CS 系注水流量 ：1.5m３/h（変更なし） 

関連パラメータについては、異常のないことを確認。 

・3 月 24 日午前 11 時 47 分、1 号機原子炉格納容器ガス管理設備（以下「ＰＣＶガス管理設備」とい

う。）において、Ｂ系の希ガスモニタが正常な数値を指示していないため、Ｂ系の希ガスモニタの監

視ができない状態と判断した。 

また、ＰＣＶガス管理設備Ａ系については、正常に動作しており指示値に異常はなく、プラントデー

タ監視に支障はないこと、およびプラントデータ（原子炉圧力容器底部温度、格納容器内温度等）

の異常、モニタリングポスト指示値に有意な変動はないことを確認している。 

なお、1 号機ＰＣＶ内部調査について、3 月24 日は実施していない。 

ＰＣＶガス管理設備Ｂ系の希ガスモニタの調査を実施した結果、核種分析装置検出器が故障してい

ることを確認した。このため、当該検出器の交換を実施した。 

その後、ＰＣＶガス管理設備Ｂ系の希ガスモニタを起動し指示値に異常がないことを確認したことか

ら、3 月26 日午前10 時30 分、監視可能な状態に復帰したものと判断した。 

なお、その他のプラントパラメータに異常がないことについても確認。 

・1 号機の原子炉格納容器の水位安定のため、原子炉注水量の調整を行ってきた。 

3 月28 日、水中ROV による原子炉格納容器水位の確認をしたところ、実測水位と想定水位に差異

があったことから、3 月28 日午後5 時36 分、原子炉注水量を以下のとおり変更し、水中ROV 調査

を再開していく。 

＜原子炉注水変更＞ 

原子炉注水量  ：4.0m３/h→5.5m３/h 

内訳 

・FDW 系注水量 ：2.5m３/h→4.0m３/h 

・CS 系注水流量 ：1.5m３/h（変更なし） 

関連パラメータについては、異常のないことを確認。 

今後、原子炉格納容器水位が安定するまでの間、水位の傾向を見ながら、微調整のための流量調

整（－0.3m３/h～＋0.3m３/h 程度）を行う。 

・1 号機の原子炉格納容器の水位確保のため、原子炉注水量を増加していた。 

3 月29 日、水中 ROV による原子炉格納容器水位の確認をしたところ、水位の上昇は確認できたも

のの水中ROV 搭載カメラの曇りなどが確認されたことから、調査の継続が難しいと判断した。 

このため、3 月 29 日午後 5 時 47 分、水中 ROV 調査のために増加させていた原子炉注水量を以

下のとおり変更した。 

＜原子炉注水変更＞ 

原子炉注水量  ：5.5m３/h→3.9m３/h 

内訳 

・FDW 系注水量 ：4.0m３/h→2.4m３/h 

・CS 系注水流量 ：1.5m３/h（変更なし） 

関連パラメータについては、異常のないことを確認。 

今後、原子炉格納容器水位が安定するまでの間、水位の傾向を見ながら、微調整のための流量調

整（－0.3m３/h～＋0.3m３/h 程度）を行う。 

なお、同仕様の水中ROV への入れ替えについても検討する。 

・１号機の原子炉格納容器の水位については、今後の水中ＲＯＶによる調査再開の準備に伴い、4

月14 日午後0 時14 分、原子炉注水量を以下のとおり変更した。 

＜原子炉注水変更予定＞ 



    

（水位回復後）水位安定操作 

     原子炉注水量    ：6.0m３/h→4.8m３/h 

＜原子炉注水変更＞ 

原子炉注水量   ：4.0m３/h→6.0m３/h 

内訳 

・ＦＤＷ系注水量 ：2.5m３/h→4.5m３/h 

・ＣＳ系注水量  ：1.5m３/h にて変更なし 

関連パラメータについては、異常のないことを確認した。 

また、今後、水位の傾向を見ながら微調整のための流量調整（－0.5m３/h～＋0.5m３/h 程度）を行

う。 

・1 号機の原子炉注水設備については、今後の水中ＲＯＶによる調査再開の準備に伴い、 

4 月16 日午後5 時57 分原子炉注水量を以下の通り変更した。 

＜原子炉注水変更＞ 

原子炉注水量  ：6.0m３/h→4.8m３/h 

内訳 

・ＦＤＷ系注水量 ：4.5m３/h→3.3m３/h 

・ＣＳ系注水量  ：1.5m３/h にて変更なし 

関連パラメータについては、異常のないことを確認した。 

引き続き、水位計および関連パラメータについて、慎重に監視していく。 

・1 号機の原子炉注水設備については、今後の水中ＲＯＶによる調査再開の準備に伴い、 

4 月22 日午前10 時19 分原子炉注水量を以下の通り変更した。 

＜原子炉注水変更＞ 

原子炉注水量  ：4.8m３/h→5.3m３/h 

内訳 

・ＦＤＷ系注水量 ：3.3m３/h→3.8m３/h 

・ＣＳ系注水量 ：1.5m３/h にて変更なし 

関連パラメータについては、異常のないことを確認した。 

引き続き、水位計および関連パラメータについて、慎重に監視していく。 

・1号機の原子炉格納容器の水位については、今後の水中ＲＯＶによる調査再開の準備として、原子

炉への注水量を増加していたが、ゴールデンウイーク期間中は調査を再開しないことから以下のと

おり減少させる。 

＜原子炉注水変更実績＞ 

（4 月27 日午前10 時12 分） 

原子炉注水量  ：5.3m３/h→3.9m３/h 

内訳 

・ＦＤＷ系注水量 ：3.8m３/h→2.4m３/h 

・ＣＳ系注水量 ：1.5m３/h にて変更なし 

関連パラメータについては、異常のないことを確認した。 

引き続き、水位計および関連パラメータについて、慎重に監視していく。 

・1号機の原子炉格納容器の水位については、今後の水中ＲＯＶによる調査再開の準備として、原子

炉への注水量を以下のとおり増加させる。 

＜原子炉注水変更実績＞ 

（5 月9 日午後3 時37 分） 

原子炉注水量  ：3.9m３/h→6.0m３/h 

内訳 

・ＦＤＷ系注水量 ：2.4m３/h→4.5m３/h 

・ＣＳ系注水量 ：1.5m３/h にて変更なし 

関連パラメータについては、異常のないことを確認した。 

引き続き、水位計および関連パラメータについて、慎重に監視していく。 

・1 号機の原子炉注水設備において、水中ＲＯＶによる原子炉格納容器内の調査に必要なＰＣＶ水

位を確保するため、5 月9 日から原子炉への注水量を 3.9m３/h→6.0m３/h に増加させていたが、水

中ＲＯＶによる原子炉格納容器の調査終了後に準備が整い次第、原子炉への注水量を以下のとお

り減少させる。 

＜原子炉注水変更実績＞ 

（5 月23 日午前9 時39 分） 

原子炉注水量  ：6.0m３/h→4.0m３/h 

関連パラメータについては、異常のないことを確認。 

引き続き、水位計および関連パラメータについて、慎重に監視していく。 

・1 号機の原子炉格納容器の水位については、今後の水中ＲＯＶによる調査の準備として、原子炉

への注水量を以下のとおり増加させる。 

また、調査終了後には準備が整い次第、原子炉への注水量を以下のとおり減少させる。 

＜原子炉注水変更実績＞ 

（6 月2 日午前11 時35 分）注水量増加操作 

原子炉注水量  ：4.0m３/h→6.0m３/h 

関連パラメータについては、異常のないことを確認。 

＜原子炉注水変更予定＞ 

（調査終了後）注水量減少操作 

原子炉注水量  ：6.0m３/h→4.0m３/h 

なお、今後、水位の傾向を見ながら微調整のための流量調整（－0.5m３/h～＋0.5m３/h 程度）を行

う。 

引き続き、水位計および関連パラメータについて、慎重に監視していく。 

・1 号機 使用済燃料プール（以下、「SFP」という。）循環冷却系においては、ＳＦＰ系統流量調整弁

の分解点検に伴い、７月 11 日午前 10 時から７月 19 日午前 10 時までの間、一次系の運転を停止

予定であり、停止期間終了時点で以下の通り評価。 

1 号機：７月８日午前5時現在の SFP水温度は31.7℃であり、放熱を考慮し停止期間終了時点で約

40.2℃と評価。 

［実績］７月 11 日午前 10 時 26 分、SFP 循環冷却系の運転を停止。冷却停止時の SFP 水温度は

31.4℃。 

２号機 
・2 号機の原子炉注水設備において、地下水流入量の抑制による建屋滞留水発生量の減少に伴い、



    

淡水生成可能量も減少していくことから、片系による原子炉注水量 2.5m３/h から片系による原子炉

注水量1.7m３/h への注水量低減操作を以下のとおり行う。 

［原子炉注水量変更実績］ 

（1 月13 日午後1 時32 分） 

炉心スプレイ系原子炉注水量 ：  0 m３/h → 1.7 m３/h 

給水系原子炉注水量 ：2.5 m３/h →   0 m３/h 

（2 月9 日午後1 時32 分） 

炉心スプレイ系原子炉注水量 ：1.7 m３/h →   0 m３/h 

給水系原子炉注水量 ：  0 m３/h → 1.7 m３/h 

・2 号機原子炉注水量低減（STEP2）の試運用として 1 月 13 日より、炉心スプレイ系および給水系に

て、それぞれ注水量1.7m3/h の単独注水を継続実施し、原子炉圧力容器底部温度、原子炉格納容

器温度および原子炉格納容器ガス管理設備のダスト濃度を監視し、安全上、問題が無いことを確

認した。 

これに伴い、3 月10 日より試運用を終了し、本運用を開始。 

３号機 
・3 号機原子炉注水量低減（STEP2）の試運用として 11 月10 日より、炉心スプレイ系および給水系に

て、それぞれ注水量1.7m3/h の単独注水を継続実施し、原子炉圧力容器底部温度、原子炉格納容

器温度および原子炉格納容器ガス管理設備のダスト濃度を監視し、安全上、問題が無いことを確

認した。 

これに伴い、1 月6 日より試運用を終了し、本運用を開始。 

・3 号機の原子炉注水設備タービン建屋内炉注水系における、低流量による注水試験に伴い、3 号

機の原子炉注水量の変更を行う。 

なお、試験中も CST 炉注水系による原子炉注水は継続する。 

［原子炉注水量変更実績］ 

（1 月17 日 午前11 時8 分開始 午後2 時44 分終了） 

タービン建屋内炉注水系原子炉注水量： 0 m３/h → 2.0 m３/h → 0 m３/h 

なお、試験中、関連監視パラメータに異常なし。 

・3 号機は、原子炉圧力容器および原子炉格納容器内の不活性化のため、原子炉圧力容器ラインよ

り窒素封入を実施しているが、窒素封入ラインのホース（原子炉建屋内分）について、点検計画に

基づく取り替えに伴い、3 号機の窒素封入量を以下のとおり変更予定。 

［3 号機窒素封入量流量変更予定］ 

（2 月25 日） 

原子炉圧力容器ライン 16 Nm３/h →  0 Nm３/h → 16 Nm３/h 

原子炉格納容器ライン  0 Nm３/h → 16 Nm３/h →  0 Nm３/h 

ホースの取り替えに伴い、原子炉圧力容器への窒素封入を一時的に停止する。このため、特定原

子力施設に係る実施計画「Ⅲ 特定原子力施設の保安」（以下、「実施計画」という。）第１編第２５条

で定めている運転上の制限「窒素ガス分離装置１台が運転中であること」が満足出来ない状態とな

ることから、実施計画第１編第３２条第１項（保全作業を実施する場合）を適用し、計画的に運転上の

制限外に移行し、取り替えを実施する。 

なお、点検期間中においては、格納容器内水素濃度の監視強化を行い、１時間に１回指示値を確

認等の安全措置を定めたうえで点検を実施する。 

2 月25 日午前10 時5 分より、実施計画第１編第３２条第１項（保全作業を実施する場合）を適用し、

ホースの取り替え開始。 

［3 号機窒素封入量流量変更実績］ 

（2 月25 日午前10 時41 分） 

原子炉圧力容器ライン 17.2 Nm３/h →  0 Nm３/h 

原子炉格納容器ライン  0 Nm３/h → 17.0 Nm３/h 

ホースの取り替え終了。 

［3 号機窒素封入量流量変更実績］ 

（2 月25 日午後2 時15 分） 

原子炉圧力容器ライン  0 Nm３/h → 17.2 Nm３/h 

原子炉格納容器ライン 16.0 Nm３/h → 0 Nm３/h 

3 号機の原子炉圧力容器ラインによる窒素封入が再開されたことから、2 月 25 日午後 2 時 30 分、

実施計画第１編第３２条第１項（保全作業を実施する場合）の適用を解除した。 

・4 月21 日午後3 時10 分、3 号機起動変圧器（B）から絶縁油（PCB 含有）が漏えいしていることを当

社社員が発見。 

状況は以下のとおり。 

・漏えい範囲  約5m×5m（防油堤内の地面に染み込んでいる。） 

・拡大防止処置  受け容器を設置 

・漏えい継続の有無 鉛筆の芯1 本程度で漏えいが継続している 

・双葉消防本部への連絡時刻 午後3 時12 分（119 番通報） 

漏えいについては、受け容器を設置して以降、周辺に漏えい拡大のないことを確認。 

4 月22 日午前1 時40 分頃、漏えい箇所の応急処置が完了し漏えい量は減少し、午前6 時時点で

2 秒に 1 滴程度となっている。 

4 月 22 日、絶縁油漏えいの影響確認のため、3 号機起動変圧器（B）周辺にあるサブドレンピット（8

箇所）及び No.4 中継タンクの分析を実施したところ、サブドレンピット No.40 において 32mg/L の油

分を検出。なお、他の 7 箇所（No.45,51,210～214）及び No.4 中継タンクについては、検出限界値

未満（検出限界値0.3mg/L）であることを確認。 

3 号機起動変圧器（B）周辺にあるサブドレンピット（8 箇所）からの汲み上げ･移送を停止しているが、

油分が検出された No.40 ならびにその近傍にある No.210,211 以外の設備については順次運転を

再開予定。 

サブドレンピット No.40 について、今後、油分が検出された原因調査、および油分の詳細分析を実

施するとともに、清掃を実施予定。 

4 月27 日午前11 時39 分頃、漏えい箇所の修理を実施し漏えいの停止を確認。 

4 月27 日午後2 時25 分、双葉消防本部により「危険物漏えい事象」と判断されたことを確認。 

サブドレンピット No.40 の油分分析をした結果、油分に含まれる PCB 濃度が 0.56mg/kg であること

を確認。 

この結果、サブドレンピット No.40 から検出された油分については、3 号機起動変圧器（B）から漏え

いした絶縁油(PCB 濃度：0.6mg/kg)の影響によるものと考えている。 

今後、サブドレンピット No.40 における油分混入の対策を検討する。 



    

・3 号機の原子炉注水設備において、原子炉格納容器の水位低下途中における漏えいの有無の

把握、および長期の注水停止時の影響を確認し、今後の燃料デブリ取り出し関連作業に向けた知

見拡充を図るため、原子炉注水を最長 3 ヶ月間停止する試験（3 号機原子炉注水停止試験）を 6

月14 日から実施する。この試験に関連し、下記の予定で原子炉注水量の変更を行う。 

なお、注水停止後の原子炉格納容器の水位低下が想定した水位に早期に到達した場合は、予定

よりも早く原子炉注水を再開する場合がある。 

＜原子炉注水量変更＞ 

（6 月14 日午前10 時30 分） 

 原子炉注水量   ：1.7m3/h→0.0 m3/h 

＜原子炉注水量変更予定＞ 

（注水再開） 

原子炉注水量   ：0.0 m3/h→1.7m3/h 

また、注水停止の期間中、定期的に下記の予定で短い時間での注水を行う。 

＜短時間の原子炉注水量変更予定＞ 

（短時間注水） 

原子炉注水量   ：0.0m3/h→1.7 m3/h→0.0 m3/h 

流量調整を実施した際には、実施の都度、流量調整の実績をお知らせする。 

試験期間の間、特定原子力施設に係る実施計画「Ⅲ 特定原子力施設の保安」第１編第１８条に定

める運転上の制限「原子炉の冷却に必要な注水量が確保されていること」を満足しなくなることから、

6 月14 日午前10 時10 分より、特定原子力施設に係る実施計画「Ⅲ 特定原子力施設の保安」第１

編第３２条（保全作業を実施する場合）第１項を適用し、計画的に運転上の制限外に移行し作業を

実施する。 

３号機の原子炉注水設備においては、原子炉注水停止試験の原子炉注水停止後、原子炉格納容

器の水位が想定した水位（判断基準（水位計L1 の設置位置））に到達したと判断したことから、原子

炉注水の再開に伴い、6 月19 日午後3 時35 分、原子炉注水量を以下のとおり変更。 

＜原子炉注水変更＞ 

原子炉注水量   ：0.0m３/h→1.7m３/h 

その後、関連監視パラメータに異常がないことを確認。 

また、３号機の原子炉注水再開に伴い、特定原子力施設に係る実施計画「Ⅲ 特定原子力施設の

保安」第１編第１８条に定める運転上の制限「原子炉の冷却に必要な注水量が確保されていること」

を満足したことから、午後 3 時 45 分に当該の運転上の制限に関する実施計画「Ⅲ 特定原子力施

設の保安」第１編第３２条（保全作業を実施する場合）第１項の適用を解除。 

原子炉格納容器の水位上昇を目的に、6 月 20 日午前 10 時 32 分、以下のとおり原子炉注水量の

変更をした。 

＜原子炉注水変更＞ 

原子炉注水量   ：1.7m３/h→2.2 m３/h 

引き続き、水位計および関連パラメータについて、異常のないことを確認した。 

・３号機において、原子炉格納容器温度を監視している温度計１２台の内１台、ＴＥ－１６－１１４Ａに

ついては６月１７日頃より指示値に低下傾向が確認されたため、状況を監視していたところ、他の温

度計の指示値と温度差の変化が約１０℃程度となったことから、当該温度計１台について、６月３０

日に点検を実施する。 

なお、その他の原子炉格納容器温度計および、プラントパラメータには、有意な変動がないことを

確認した。 

6 月30 日の点検において抵抗測定を実施した結果に基づき、午前11 時55 分に当該温度計は故

障と判断した。 

 なお、３号機原子炉格納容器の温度計については、監視可能なものが他に 11 台あるため、温度

の監視は継続できている。 

・３号機の原子炉注水設備においては、原子炉注水停止試験の原子炉注水停止後、原子炉格納容

器の水位低下が想定した水位（水位計Ｌ１の設置位置）に到達したことから、６月１９日原子炉注水

を再開したが、原子炉格納容器の水位に上昇傾向がみられないことから、６月２０日に原子炉格納

容器の水位上昇を目的に原子炉注水量を増加した。 

その後、３号機の原子炉格納容器の水位に上昇傾向が見られたことから、原子炉格納容 

器の水位安定のため、７月６日に原子炉への注水量を以下のとおり減少させる。 

＜原子炉注水変更＞ 

原子炉注水量   ：2.2 m3/h→2.1 m3/h 

引き続き、水位計および関連パラメータについて、慎重に監視する。 

・３号機の原子炉注水設備においては、３号機の原子炉格納容器の水位安定のため、7 月 6 日 10

時32 分に原子炉注水量を以下のとおり変更した。 

＜原子炉注水変更＞ 

原子炉注水量   ：2.2 m3/h→2.1 m3/h 

原子炉格納容器の水位および関連パラメータについて、異常のないことを確認した。 

引き続き、慎重に監視する。 

４号機 
･3 月25 日午後5時42 分頃、4 号機カバー建屋西側扉付近から水が漏えいしていることを協力企業

作業員が発見した。 

状況は以下のとおり。 

・漏えい範囲       約5m×1m 

・漏えい継続の有無   扉付近より継続中 

その後現場確認の結果、当該水漏れ箇所へは継続して流れ込みが無いこと、付近に汚染水配管

がないことを確認した。また、水溜まり箇所のスミヤ測定を行った結果、230cpmでありバックグラウン

ドと同等であったことを午後7 時4 分に確認した。 

以上のことから午後7 時6 分に当該水溜まりは雨水であると判断した。 

なお、水溜まりが確認された箇所の近傍は雨水が溜まりやすいことから、溜まっていた雨水が流れ

込んだものと判断。 

５号機 
・3 月18 日午前0 時5 分頃、5 号機廃棄物処理建屋1 階天井部から水が漏えいしていることを当社

社員が発見。 



    

状況は以下のとおりです。 

・発生場所（設備名称） 5 号機廃棄物処理建屋１階および地下階 

・漏えい範囲  1 階 6ｍ×4ｍ×1ｍｍ 

1 階 12ｍ×6ｍ×1ｍｍ 

地下階 15ｍ×5ｍ×1ｍｍ 

・拡大防止処置  5 号機 床サンプラインの移送停止 

・漏えい継続の有無 午前2 時40 分に漏えい停止を確認 

・外部への影響  漏えいした水は建屋内に留まっている 

漏えいした水は 5・6 号機建屋滞留水であると判断。 

今後、拭き取り作業を実施する。 

・5・6 号機サブドレン設備においては、震災以降、運用を停止しており、5・6 号機建屋に地下水が流

入する状況にあることから、5・6 号機の建屋への地下水流入量を抑制するため、2020 年 9 月から

復旧工事を実施していた。 

5・6 号機サブドレン汲み上げ設備の復旧および移送に係る設備設置工事の完了に伴い、運用開

始の準備が整ったことから、3 月28 日午後2 時52 分に運用開始。 

なお、5・6号機サブドレン設備でくみ上げた地下水は、1～4号機サブドレン他浄化設備のサブドレ

ン集水設備へ移送し、その後、排水する。 

６号機 
現時点での特記事項なし 

水処理装置および貯蔵設備の状況 

【タンクパトロール結果】 

現時点での特記事項なし 

【Ｈ４，Ｈ６エリアタンクにおける水漏れに関するサンプリング結果】 

現時点での特記事項なし 

【地下貯水槽に関する水のサンプリング結果】 

現時点での特記事項なし 

【セシウム除去設備】 

現時点での特記事項なし 

【多核種除去設備（ＡＬＰＳ）】 

現時点での特記事項なし 

【増設多核種除去設備】 

・1 月6 日午前11 時40 分、運転中の増設多核種除去設備（Ｃ）の高性能容器の排気ラインに設置し

ている連続ダストモニタにおいて、放射能濃度高警報が、午前 10 時 50 分から午前 11 時 3 分の

間、発生していたことをＷＥＢカメラの映像にて確認。 

このため、運転中の増設多核種除去設備（Ｃ）を午前11 時56 分循環待機とした。 

なお、建屋内のエリアモニタの警報は発生していない。 

また、同時間帯でスラリー排出していないことを確認している。 

ダストモニタのろ紙の放射能測定を実施したところ放射能高警報レベルの放射能濃度は検出され

ていない。 

また，ダストモニタのデータを確認したところ，ろ紙送り直後のみ指示値が上昇していることから，ダ

ストモニタの異常と判断した。 

以上のことから，ダストモニタの交換を実施した。 

今後、準備が整い次第、増設多核種除去設備（Ｃ）の運転を再開する。 

 

【高性能多核種除去設備】 

現時点での特記事項なし 

【淡水化装置】 

現時点での特記事項なし 

【ＲＯ濃縮水処理設備】 

現時点での特記事項なし 

【ＲＯ濃縮廃液タンク水処理設備】 

現時点での特記事項なし 

【その他】 

・4 月 11 日午前 10 時 56 分頃、5･6 号機の滞留水を貯留している F タンクエリアにおいて、J3、J4、

J6 タンクから水が漏えいしていることを、福島県職員が発見。 

状況は以下のとおり。 

・漏えい箇所  ①J3 タンクフランジ部 

②J4 タンクフランジ部 

③J6 タンク下部 

・漏えい範囲  ①約20cm×20cm×深さ 1mm 

②約15cm×15cm×深さ 1mm 

③にじみ 

・漏えい継続の有無 ①10 秒に 1 滴程度 

②120 秒に 1 滴程度 

③確認中 

・外部への影響  漏えいした水は堰内に留まっている 

当社社員が現場を確認したところ、新たに I2、I3 タンクにおいても水が漏えいしていることを確認。 

状況は以下のとおりです。 

・漏えい箇所  ④I2 タンクフランジ部 

⑤I3 タンクフランジ部 

・漏えい範囲  ④タンク下部床面に滲み 

⑤タンク下部床面に滲み 

・漏えい継続の有無 ④10 秒に 1 滴程度 

⑤30 秒に 1 滴程度 

J3、J4、J6 タンク、ならびに I2、I3 タンクの漏えい水についてスミア測定をした結果それぞれバック

グラウンドと同等であることを確認。 

いずれの漏えい水についても、堰内に留まっており、外部への影響なし。 



    

なお、漏えい箇所が確認された J3、J4、I2、I3 タンクについて、滴下箇所への養生および受 

けの設置が完了。 

また、J6 タンクついては、詳細に確認した結果、漏えい箇所は確認されていないが、拭 

き取りが完了。 

引き続き、当該タンクについて、経過観察を継続。 

 

サブドレン他水処理施設 
以下、排水実績のみ記載。 

＜排水実績＞ 

・一時貯水タンク G  1 月1 日午前10 時1 分～午後3 時45 分。排水量854ｍ３ 

・一時貯水タンク H  1 月2 日午前10 時48 分～午後4 時11 分。排水量805ｍ３ 

・一時貯水タンク J  1 月3 日午前10 時39 分～午後3 時14 分。排水量683ｍ３ 

・一時貯水タンク K  1 月4 日午前9 時54 分～午後1 時23 分。排水量518ｍ３ 

・一時貯水タンク C  1 月5 日午前10 時16 分～午後1 時37 分。排水量499ｍ３ 

・一時貯水タンク D  1 月6 日午前11 時38 分～午後2 時49 分。排水量475ｍ３ 

・一時貯水タンク E  1 月7 日午前10 時14 分～午後1 時24 分。排水量469ｍ３ 

・一時貯水タンク F  1 月8 日午前10 時18 分～午後1 時19 分。排水量449ｍ３ 

・一時貯水タンク G  1 月9 日午前10 時23 分～午後1 時19 分。排水量437ｍ３ 

・一時貯水タンク H  1 月10 日午前9 時53 分～午後0 時44 分。排水量423ｍ３ 

・一時貯水タンク J  1 月11 日午前10 時12 分～午後0 時59 分。排水量415ｍ３ 

・一時貯水タンク K  1 月12 日午前9 時52 分～午後1 時31 分。排水量543ｍ３ 

・一時貯水タンク L  1 月13 日午前10 時49 分～午後1 時28 分。排水量392ｍ３ 

・一時貯水タンク C  1 月14 日午前9 時44 分～午後0 時9 分。排水量358ｍ３ 

・一時貯水タンク D  1 月16 日午前9 時52 分～午後1 時57 分。排水量609ｍ３ 

・一時貯水タンク G  1 月18 日午前10 時12 分～午後1 時57 分。排水量557ｍ３ 

・一時貯水タンク K  1 月21 日午前10 時4 分～午後1 時38 分。排水量529ｍ３ 

・一時貯水タンク L  1 月22 日午前10 時13 分～午後2 時9 分。排水量585ｍ３ 

・一時貯水タンク D  1 月24 日午前10 時38 分～午後1 時8 分。排水量372ｍ３ 

・一時貯水タンク G  1 月26 日午前9 時46 分～午後2 時36 分。排水量719ｍ３ 

・一時貯水タンク K  1 月29 日午前10 時4 分～午後2 時36 分。排水量676ｍ３ 

・一時貯水タンク L  1 月30 日午前9 時15 分～午後3 時57 分。排水量999ｍ３ 

・一時貯水タンク H  2 月1 日午前11 時9 分～午後3 時28 分。排水量624ｍ３ 

・一時貯水タンク D  2 月3 日午前10 時9 分～午後1 時57 分。排水量565ｍ３ 

・一時貯水タンク G  2 月5 日午前10 時14 分～午後2 時34 分。排水量645ｍ３ 

・一時貯水タンク J  2 月8 日午前10 時32 分～午後2 時45 分。排水量619ｍ３ 

・一時貯水タンク A  2 月9 日午前10 時5 分～午後2 時30 分。排水量657ｍ３ 

・一時貯水タンク B  2 月11 日午前9 時57 分～午後3 時10 分。排水量779ｍ３ 

・一時貯水タンク F  2 月15 日午後0 時～午後4 時30 分。排水量673ｍ３ 

・一時貯水タンク E  2 月16 日午後3 時38 分～午後8 時18 分。排水量697ｍ３ 

・一時貯水タンク H  2 月17 日午後3 時10 分～午後7 時12 分。排水量587ｍ３ 

・一時貯水タンク A  2 月23 日午前10 時18 分～午後2 時52 分。排水量680ｍ３ 

・一時貯水タンク J  2 月24 日午前10 時38 分～午後2 時56 分。排水量627ｍ３ 

・一時貯水タンク B  2 月24 日午前11 時6 分～午後3 時32 分。排水量660ｍ３ 

・一時貯水タンク E  2 月25 日午前10 時8 分～午後2 時。排水量574ｍ３ 

・一時貯水タンク F  2 月27 日午前9 時35 分～午後2 時1 分。排水量661ｍ３ 

・一時貯水タンク H  3 月2 日午前9 時43 分～午後2 時34 分。排水量723ｍ３ 

・一時貯水タンク J  3 月4 日午前9 時58 分～午後2 時48 分。排水量720ｍ３ 

・一時貯水タンク E  3 月5 日午前10 時45 分～午後2 時9 分。排水量506ｍ３ 

・一時貯水タンク C  3 月8 日午前11 時4 分～午後2 時30 分。排水量487ｍ３ 

・一時貯水タンク L  3 月10 日午前10 時2 分～午後2 時49 分。排水量713ｍ３ 

・一時貯水タンク A  3 月11 日午前9 時15 分～午後1 時48 分。排水量678ｍ３ 

・一時貯水タンク F  3 月12 日午後0 時10 分～午後3 時28 分。排水量489ｍ３ 

・一時貯水タンク B  3 月15 日午前10 時58 分～午後2 時24 分。排水量509ｍ３ 

・一時貯水タンク E  3 月18 日午前10 時21 分～午後2 時43 分。排水量648ｍ３ 

・一時貯水タンク C  3 月19 日午前10 時41 分～午後1 時15 分。排水量382ｍ３ 

・一時貯水タンク L  3 月20 日午後3 時41 分～午後6 時7 分。排水量360ｍ３ 

・一時貯水タンク D  3 月21 日午後0 時37 分～午後3 時5 分。排水量366ｍ３ 

・一時貯水タンク D  3 月29 日午前11 時5 分～午後3 時39 分。排水量680ｍ３ 

・一時貯水タンク C  3 月30 日午前10 時18 分～午後2 時55 分。排水量687ｍ３ 

・一時貯水タンク G  3 月31 日午後3 時33 分～午後7 時48 分。排水量630ｍ３ 

・一時貯水タンク H  4 月1 日午前10 時34 分～午後4 時22 分。排水量864ｍ３ 

・一時貯水タンク E  4 月2 日午前9 時58 分～午後3 時56 分。排水量891ｍ３ 

・一時貯水タンク B  4 月4 日午前10 時5 分～午後4 時39 分。排水量981ｍ３ 

・一時貯水タンク A  4 月5 日午前9 時58 分～午後4 時26 分。排水量966ｍ３ 

・一時貯水タンク L  4 月6 日午前10 時10 分～午後2 時17 分。排水量612ｍ３ 

・一時貯水タンク C  4 月8 日午前10 時9 分～午後4 時24 分。排水量934ｍ３ 

・一時貯水タンク D  4 月9 日午前10 時18 分～午後5 時7 分。排水量1,015ｍ３ 

・一時貯水タンク G  4 月10 日午前10 時4 分～午後0 時2 分。排水量292ｍ３ 

・一時貯水タンク H  4 月11 日午前10 時5 分～午後3 時2 分。排水量739ｍ３ 

・一時貯水タンク J   4 月12 日午前10 時8 分～午後0 時12 分。排水量307ｍ３ 

・一時貯水タンク K  4 月13 日午前10 時17 分～午後2 時31 分。排水量630ｍ３ 

・一時貯水タンク L  4 月14 日午前10 時10 分～午後1 時22 分。排水量475ｍ３ 

・一時貯水タンク A  4 月15 日午前10 時31 分～午後3 時49 分。排水量790ｍ３ 

・一時貯水タンク B  4 月16 日午前10 時8 分～午後3 時43 分。排水量833ｍ３ 

・一時貯水タンク C  4 月17 日午前10 時37 分～午後3 時18 分。排水量698ｍ３ 

・一時貯水タンク D  4 月18 日午前10 時44 分～午後2 時45 分。排水量597ｍ３ 

・一時貯水タンク G  4 月19 日午前11 時43 分～午後2 時31 分。排水量416ｍ３ 

・一時貯水タンク H  4 月20 日午前10 時17 分～午後0 時43 分。排水量361ｍ３ 

・一時貯水タンク J  4 月21 日午前10 時10 分～午後0 時54 分。排水量407ｍ３ 

・一時貯水タンク K  4 月22 日午前10 時5 分～午後1 時7 分。排水量450ｍ３ 



    

・一時貯水タンク L  4 月23 日午後0 時1 分～午後3 時48 分。排水量563ｍ３ 

・一時貯水タンク A  4 月24 日午前11 時9 分～午後3 時3 分。排水量582ｍ３ 

・一時貯水タンク B  4 月25 日午前10 時18 分～午後2 時22 分。排水量607ｍ３ 

・一時貯水タンク C  4 月26 日午前9 時47 分～午後1 時58 分。排水量622ｍ３ 

・一時貯水タンク D  4 月27 日午前10 時22 分～午後2 時57 分。排水量683ｍ３ 

・一時貯水タンク G  4 月28 日午前10 時～午後4 時15 分。排水量933ｍ３ 

・一時貯水タンク H  4 月29 日午前10 時18 分～午後4 時59 分。排水量996ｍ３ 

・一時貯水タンク J  4 月30 日午前9 時38 分～午後2 時47 分。排水量768ｍ３ 

・一時貯水タンク K  5 月1 日午前11 時33 分～午後4 時2 分。排水量666ｍ３ 

・一時貯水タンク L  5 月2 日午前10 時3 分～午後2 時4 分。排水量597ｍ３ 

・一時貯水タンク A  5 月3 日午前10 時42 分～午後2 時35 分。排水量576ｍ３ 

・一時貯水タンク B  5 月4 日午前10 時8 分～午後1 時22 分。排水量482ｍ３ 

・一時貯水タンク C  5 月5 日午前10 時54 分～午後2 時29 分。排水量534ｍ３ 

・一時貯水タンク D  5 月6 日午前9 時57 分～午後1 時26 分。排水量517ｍ３ 

・一時貯水タンク G  5 月7 日午前9 時59 分～午後1 時24 分。排水量508ｍ３ 

・一時貯水タンクＨ  5 月8 日午前11 時34 分～午後3 時28 分。排水量580ｍ３ 

・一時貯水タンク J  5 月9 日午前10 時27 分～午後3 時4 分。排水量688ｍ３ 

・一時貯水タンク K  5 月10 日午前9 時48 分～午後2 時19 分。排水量674ｍ３ 

・一時貯水タンク L  5 月11 日午前10 時11 分～午後2 時39 分。排水量664ｍ３ 

・一時貯水タンク B  5 月12 日午前9 時35 分～午後1 時43 分。排水量615ｍ３ 

・一時貯水タンク C  5 月13 日午前9 時41 分～午後1 時37 分。排水量584ｍ３ 

・一時貯水タンク D  5 月14 日午前9 時42 分～午後1 時29 分。排水量564ｍ３ 

・一時貯水タンク E  5 月15 日午前10 時25 分～午後2 時3 分。排水量539ｍ３ 

・一時貯水タンク F  5 月16 日午前9 時44 分～午後1 時13 分。排水量519ｍ３ 

・一時貯水タンク J  5 月17 日午前10 時11 分～午後1 時37 分。排水量511ｍ３ 

・一時貯水タンク K  5 月18 日午前10 時37 分～午後1 時57 分。排水量494ｍ３ 

・一時貯水タンク L  5 月19 日午前10 時23 分～午後1 時37 分。排水量479ｍ３ 

・一時貯水タンク B  5 月20 日午前9 時49 分～午後1 時1 分。排水量474ｍ３ 

・一時貯水タンク C  5 月21 日午前10 時33 分～午後1 時49 分。排水量485ｍ３ 

・一時貯水タンク D  5 月22 日午前9 時59 分～午後1 時22 分。排水量503ｍ３ 

・一時貯水タンク E  5 月23 日午前9 時54 分～午後1 時13 分。排水量495ｍ３ 

・一時貯水タンク F  5 月24 日午前9 時50 分～午前11 時45 分。排水量284ｍ３ 

・一時貯水タンク J  5 月25 日午前10 時7 分～午後1 時47 分。排水量547ｍ３ 

・一時貯水タンク K  5 月26 日午前10 時7 分～午後1 時59 分。排水量575ｍ３ 

・一時貯水タンク L  5 月27 日午前9 時58 分～午後2 時11 分。排水量627ｍ３ 

・一時貯水タンク B  5 月28 日午前10 時27 分～午後3 時6 分。排水量693ｍ３ 

・一時貯水タンク C  5 月29 日午前10 時54 分～午後3 時20 分。排水量660ｍ３ 

・一時貯水タンク D  5 月30 日午前9 時58 分～午後2 時31 分。排水量678ｍ３ 

・一時貯水タンク E  5 月31 日午前9 時58 分～午後2 時19 分。排水量648ｍ３ 

・一時貯水タンク F  6 月1 日午前10 時15 分～午後2 時28 分。排水量630ｍ３ 

・一時貯水タンク J  6 月2 日午前10 時20 分～午後2 時29 分。排水量619ｍ３ 

・一時貯水タンク K  6 月3 日午前9 時39 分～午後1 時37 分。排水量591ｍ３ 

・一時貯水タンク L  6 月4 日午前11 時26 分～午後3 時53 分。排水量664ｍ３ 

・一時貯水タンク B  6 月5 日午前9 時56 分～午後3 時2 分。排水量759ｍ３ 

・一時貯水タンク C  6 月6 日午前10 時15 分～午後3 時29 分。排水量779ｍ３ 

・一時貯水タンク D  6 月7 日午前10 時8 分～午後2 時59 分。排水量721ｍ３ 

・一時貯水タンク E  6 月8 日午前10 時28 分～午後3 時29 分。排水量748ｍ３ 

・一時貯水タンク F  6 月10 日午前9 時59 分～午後3 時21 分。排水量787ｍ３ 

・一時貯水タンク K  6 月11 日午前10 時30 分～午後3 時34 分。排水量756ｍ３ 

・一時貯水タンク L  6 月12 日午前10 時17 分～午後3 時32 分。排水量784ｍ３ 

・一時貯水タンク A  6 月13 日午前10 時22 分～午後3 時18 分。排水量736ｍ３ 

・一時貯水タンク C  6 月14 日午前10 時9 分～午後2 時48 分。排水量691ｍ３ 

・一時貯水タンク D  6 月16 日午前10 時11 分～午後4 時52 分。排水量998ｍ３ 

・一時貯水タンク E  6 月16 日午前10 時43 分～午後4 時2 分。排水量792ｍ３ 

・一時貯水タンク B  6 月17 日午前9 時54 分～午後4 時37 分。排水量1,002ｍ３ 

・一時貯水タンク J  6 月17 日午前10 時3 分～午後0 時36 分。排水量378ｍ３ 

・一時貯水タンク G  6 月18 日午前11 時21 分～午後6 時9 分。排水量1,015ｍ３ 

・一時貯水タンク H  6 月19 日午前9 時56 分～午後4 時45 分。排水量1,016ｍ３ 

・一時貯水タンク A  6 月21 日午前9 時55 分～午後3 時19 分。排水量804ｍ３ 

・一時貯水タンク K  6 月21 日午前10 時18 分～午後3 時49 分。排水量822ｍ３ 

・一時貯水タンク C  6 月22 日午前10 時41 分～午後5 時31 分。排水量1,019ｍ３ 

・一時貯水タンク F  6 月23 日午前10 時13 分～午後4 時55 分。排水量999ｍ３ 

・一時貯水タンク L  6 月23 日午前10 時29 分～午後4 時21 分。排水量875ｍ３ 

・一時貯水タンク E  6 月24 日午前10 時8 分～午後3 時40 分。排水量824 ㎥ 

・一時貯水タンク J  6 月25 日午前10 時35 分～午後５時23 分。排水量1,016 ㎥ 

・一時貯水タンク G 6 月26 日午前11 時4 分～午後4 時55 分。排水量870 ㎥ 

・一時貯水タンク B 6 月27 日午前10 時5 分～午後4 時28 分。排水量951 ㎥ 

・一時貯水タンク D 6 月27 日午前10 時16 分～午後5 時6 分。排水量1,020 ㎥ 

・一時貯水タンク H 6 月28 日午前11 時13 分～午後4 時4 分。排水量721 ㎥ 

・一時貯水タンク A  6 月29 日午前10 時16 分～午後4 時57 分。排水量997 ㎥ 

・一時貯水タンク K  6 月29 日午前10 時40 分～午後5 時29 分。排水量1,019 ㎥ 

・一時貯水タンク C  6 月30 日午前10 時21 分～午後4 時51 分。排水量969 ㎥ 

・一時貯水タンク L  7 月1 日午前10 時6 分～午後4 時48 分。排水量999 ㎥ 

・一時貯水タンク E  7 月2 日午前10 時27 分～午後4 時40 分。排水量927 ㎥ 

・一時貯水タンク F   7 月3 日午前10 時44 分～午後4 時18 分。排水量829 ㎥ 

・一時貯水タンク G  7 月4 日午前10 時3 分～午後3 時21 分。排水量792 ㎥ 

・一時貯水タンク J   7 月5 日午前10 時31 分～午後3 時55 分。排水量805 ㎥ 

・一時貯水タンク D  7 月6 日午前10 時26 分～午後4 時1 分。排水量832 ㎥ 

・一時貯水タンク A  7 月8 日午前10 時27 分～午後3 時46 分。排水量792 ㎥ 

・一時貯水タンク B  7 月8 日午前10 時38 分～午後3 時43 分。排水量758 ㎥ 

・一時貯水タンク C  7 月9 日午前10 時31 分～午後3 時11 分。排水量695 ㎥ 

・一時貯水タンク E  7 月10 日午前10 時22 分～午後2 時46 分。排水量654 ㎥ 



    

・一時貯水タンク F 7 月11 日午前9 時58 分～午後2 時22 分。排水量654ｍ３ 

＜特記事項＞ 

・2 月7 日午前6 時54 分頃、サブドレン他浄化設備において警報が発生し、浄化運転が自動停止し

たことを、当社社員が発見。 

状況は以下のとおり。 

・停止の状況   加圧ポンプ（Ｂ）入口圧力低低警報発生し自動停止。 

サブドレンの汲み上げは継続。 

・外部への影響  なし 

プラントパラメータ、モニタリングポストの指示に異常なし。 

その後、サブドレン他浄化設備の現場状況を確認し、漏えいがないことを確認。 

サブドレン他浄化設備の現場確認を実施した結果、系統内に溜まっていたエアーが影響を与え

たことが原因であると推定。 

その後、サブドレン他浄化設備の系統内のエアー抜きを行った後、浄化運転を開始し、当該設備

の動作に問題がないことを確認したことから、2 月9 日午後2 時38 分に運転状態に異常がないこ

とを確認した。 

＊7 月7 日午前7 時32 分、物揚場付近海面の油漏えいの影響により、一時貯水タンクＡの排水を 7

月8 日へ延期する。 

地下水バイパス 
以下、排水実績のみ記載。 

＜排水実績＞ 

・一時貯留タンクグループ 3  1 月6 日午前10 時28 分～午後5 時56 分。排水量2,044ｍ３ 

・一時貯留タンクグループ 1  1 月13 日午前9 時55 分～午後5 時2 分。排水量1,942ｍ３ 

・一時貯留タンクグループ 2  1 月24 日午前9 時52 分～午後4 時3 分。排水量1,670ｍ３ 

・一時貯留タンクグループ 3  1 月27 日午前10 時1 分～午後4 時14 分。排水量1,690ｍ３ 

・一時貯留タンクグループ 1  2 月4 日午前11 時24 分～午後5 時25 分。排水量1,535ｍ３ 

・一時貯留タンクグループ 2  2 月13 日午前9 時32 分～午後5 時。排水量2,078ｍ３ 

・一時貯留タンクグループ 3  2 月17 日午前10 時13 分～午後4 時12 分。排水量1,626ｍ３ 

・一時貯留タンクグループ 1  2 月28 日午前10 時～午後4 時28 分。排水量1,752ｍ３ 

・一時貯留タンクグループ 2  3 月9 日午前9 時59 分～午後5 時37 分。排水量2,131ｍ３ 

・一時貯留タンクグループ 3  3 月15 日午前10 時8 分～午後5 時41 分。排水量2,059ｍ３ 

・一時貯留タンクグループ 1  3 月24 日午前10 時19 分～午後5 時5 分。排水量1,792ｍ３ 

・一時貯留タンクグループ 2  3 月29 日午前10 時7 分～午後4 時49 分。排水量1,870ｍ３ 

・一時貯留タンクグループ 3  4 月3 日午前10 時～午後5 時55 分。排水量2,191ｍ３ 

・一時貯留タンクグループ 1  4 月10 日午前9 時30 分～午後5 時13 分。排水量2,170ｍ３ 

・一時貯留タンクグループ 2  4 月18 日午前9 時59 分～午後6 時22 分。排水量2,305ｍ３ 

・一時貯留タンクグループ 3  4 月29 日午前10 時33 分～午後6 時44 分。排水量2,286ｍ３ 

・一時貯留タンクグループ 1  5 月5 日午前10 時17 分～午後5 時53 分。排水量2,104ｍ３ 

・一時貯留タンクグループ 2  5 月8 日午前9 時31 分～午後3 時44 分。排水量1,752ｍ３ 

・一時貯留タンクグループ 3  5 月18 日午前10 時1 分～午後4 時16 分。排水量1,721ｍ３ 

・一時貯留タンクグループ 1  5 月21 日午前10 時5 分～午後5 時9 分。排水量1,954ｍ３ 

・一時貯留タンクグループ 2  5 月29 日午前10 時21 分～午後5 時33 分。排水量2,028ｍ３ 

・一時貯留タンクグループ 3  6 月4 日午前11 時2 分～午後6 時12 分。排水量1,983ｍ３ 

・一時貯留タンクグループ 1  6 月11 日午前10 時1 分～午後4 時44 分。排水量1,864ｍ３ 

・一時貯留タンクグループ 2  6 月18 日午前10 時24 分～午後5 時13 分。排水量1,923ｍ３ 

・一時貯留タンクグループ 3  6 月28 日午前10 時21 分～午後5 時10 分。排水量1,874ｍ３ 

・一時貯留タンクグループ 1  7 月3 日午前10 時18 分～午後4 時55 分。排水量1,830ｍ３ 

＜特記事項＞ 

現時点での特記事項なし 

【１～４号機サブドレン観測井のサンプリング結果】 

＜特記事項＞ 

 現時点での特記事項なし 

【１号機放水路のサンプリング結果】 

＜特記事項＞ 

 現時点での特記事項無し 

その他 
【陸側遮水壁】 

・2 月15 日午前10 時40 分頃、ブライン配管電動弁追設工事のため陸側遮水壁設備を停止したとこ

ろブラインタンクの水位が低下していることを当社社員が発見。 

状況は以下のとおり。 

・発生場所 陸側遮水壁ブラインタンク 

・設備名称 陸側遮水壁設備 

・設備の状況 陸側遮水壁ブラインタンクの水位が低下 

・応急処置 午前 11 時頃、ブラインタンクからブラインを陸側遮水壁へ送り出す弁を閉操作

したところ水位低下は停止した。 

・外部への影響 なし 

プラントパラメータ、モニタリングポストの指示に異常なし。 

2 月15 日予定していたブライン配管電動弁追設工事の電動弁動作試験を中止。 

また、２系統に分かれている陸側遮水壁設備のうち、ブラインタンクの水位低下が確認されていな

い系統については、準備が整い次第、起動操作を行う。 

設備が停止しても陸側遮水壁が溶け始めるまでには数ヶ月程度の期間があることから直ちに陸側

遮水壁に影響が出るものではないと評価している。 

現場調査の結果、2・3 号間山側道路の横断部の下部において、陸側遮水壁設備の配管よりブライ

ンが漏えいしていることを午後4時に確認した。漏えいは継続しており、今後止水方法を検討する。 

なお、ブラインは汚染しておらず、環境影響も確認されていない。 

また、ブラインタンクの水位低下が確認されていない系統について午後 4 時 8 分に運転を再開し

た。 

これまで、陸側遮水壁設備の温度に有意な変動は確認されていない。 

2 月 16 日、陸側遮水壁設備の配管からブラインが漏えいしている箇所について、保温材を取り外



    

して確認した結果、配管接合部からの漏えいであることを確認。今後、系統内の残液の回収を実施

のうえ、当該箇所の復旧を行う。 

2 月17 日、系統内の残液の回収を完了し、当該箇所の復旧に向けた作業を実施中。 

陸側遮水壁の機能維持のため、2 月 18 日午前 11 時 15 分、ブライン漏えい箇所復旧までの暫定

措置として、運転中のプラント 1 系から連絡弁を介して、停止中のプラント 2 系の一部へのブライン

供給を開始した。 

2 月 18 日午前11 時 42 分に運転後の設備に異常がないことを確認しており、引き続き温度等のパ

ラメータ監視を継続する。 

2月20日、陸側遮水壁設備のブラインが漏えいした配管接続部について、配管の位置調整および

カップリングジョイントの交換を実施し復旧した。 

2 月 21 日午後 10 時 27 分、ブライン供給を停止しているエリアへの供給を再開し、設備に異常が

無いことを確認した。 

 

【雑固体廃棄物焼却設備】 

・4 月 8 日午後 10 時 43 分、既設雑固体廃棄物焼却設備（A）のバーナーユニット周辺から軽油が漏

れていることを協力企業作業員が発見した。 

状況は以下のとおり。 

・漏えい範囲  防油堤からあふれている油 約0.4m×2m×1mm 

・漏えい継続の有無 漏えい箇所近傍の弁を閉止することにより漏えいは停止 

・双葉消防本部への連絡時刻 午後11 時14 分（119 番通報） 

現場を確認した結果、漏えい箇所はバーナーユニット軽油供給減圧弁下部であり、ここから防油堤

（約225cm×60cm×5cm）に漏えいし、防油堤からあふれた。あふれた軽油の範囲は約2m×3m×

1mm であった。 

4 月9 日午前0 時40 分、消防署より既設雑固体廃棄物焼却設備（A）については、当面使用しない

よう指導された。なお、当該設備は年次点検中であり、運転を停止していた。 

午前2 時13 分に防油堤に漏えいした軽油、および防油堤からあふれた軽油の回処処理を終了。 

午前10 時46 分、双葉消防本部により「危険物漏えい事故」と判断されたことを確認した。 

 

【増設雑固体廃棄物焼却設備】 

・増設雑固体廃棄物焼却設備については、主に伐採木、および可燃性ガレキ類（木材、梱包材･紙

等）などを焼却するため、2017 年11 月より設置工事および焼却試験などを実施していた。 

2022年3月16日に発生した福島県沖地震後の点検で、焼却設備では電源設備の固定ボルトの緩

みなどを確認。また、建屋壁面の耐火ボードの剥がれも確認した。 

焼却設備については復旧を全て完了し、2022 年3 月31 日に焼却設備設置工事は竣工。 

一方、建屋壁面の耐火ボードについては、5 月10 日に復旧を完了。 

このことから、5 月11 日午後11 時6 分に焼却運転を開始し、5 月12 日午前3 時59 分に目標温度

に到達、本設備の運用を開始した。 

なお、その後の運転状態に異常がないことを確認。 

排ガス中の放射性物質濃度を監視しながら安全最優先で作業を進めていく。 

 

【窒素封入設備】 

現時点での特記事項なし 

【その他設備の不具合・トラブル】 

・5 月27 日午後1 時34 分頃、モニタリングポスト No.8 近傍の周辺監視区域境界連続ダストモニタの

A 系、および B 系の機器故障が発生し監視が出来ない状態となっている。 

なお、その他のダストモニタについては、異常は確認されていない。 

また、モニタリングポストについては全て監視可能であることを確認している。 

現場を確認したところ、当該ダストモニタの機器を設置している小屋が雨水により浸水していること

を確認したが、その後、水位が下がり浸水状態が解消した。今後、小屋内の機器類の確認、および

代替機の配備を行う。 

なお、ダストモニタの監視が出来ない間の人手による測定の結果は、検出限界値未満であることを

午後3 時8 分に確認した。 

その後、機器故障のダストモニタ A 系は午後 6 時 2 分に、B 系は午後 4 時 17 分に同型機に入れ

替えを行い、ダスト測定を再開。これにより、機器故障中であったダストモニタについては A 系、B

系の両系統とも測定可能な状態に復旧。 

・5 月28 日午後2 時51 分、使用済セシウム吸着塔一時保管施設（第三施設）において、漏えい検知

器が作動したことを示す警報が発生した。 

状況は以下のとおりです。 

・発生時刻 午後2 時51 分 

・発生場所 使用済セシウム吸着塔一時保管施設（第三施設） 

・警報名称 ０１ＢＬ ０４Ｌ－Ｂ漏えい検出 

現場確認の結果、午後3 時57 分に当該施設から外部への漏えいがないことを確認した。 

なお、使用済セシウム吸着塔一時保管施設（第三施設）は、5 月 22 日に発生した茨城県沖を震源

とする地震の揺れの影響により、ボックスカルバート内に収容している高性能容器（ＨＩＣ）内部に

おいて、水素の発生が懸念されることから、安全を考慮して一定期間、施設近傍への立入りを禁止

しています（震度４以上で立入り禁止）。 

このため、当該ボックスカルバート内ＨＩＣの漏えい有無の直接確認は、水素ガスが自然排出され、

施設近傍に立入り可能となる 5 月31 日以降に実施する。 

5 月 31 日、ボックスカルバート内の水を採取し、スミヤ測定を実施した結果、バックグラウンド同等

であることを確認したことから、午前11 時35 分、本事象については結露水であると判断した。 

 

【けが人・体調不良者等】 

・2 月 7 日午前9 時 10 分頃、2 号機原子炉建屋西側構台前室内において、協力企業作業員が負傷

し、入退域管理棟救急医療室の医師の診察を受けたところ、緊急搬送の必要があると診断された

ため、午前10 時7 分、救急車を要請。 

状況は以下のとおり。 

・発生場所  2 号機 原子炉建屋西側構台前室内 

・負傷者の所属  協力企業作業員 

・身体汚染の有無 なし 

・発生状況  重機のクローラ交換作業中、右手薬指を駆動部に挟み負傷 

当該負傷者を、救急車で南相馬市立総合病院に搬送した。 



    

・出発時刻 午前11 時18 分 

・到着時刻 午前11 時55 分 

なお、当該負傷者については、入退域管理棟救急医療室にて医師の診察を受け、「右環指末節骨

開放骨折」と確認し応急処置を実施した。 

当該負傷者については、南相馬市立総合病院にて診察の結果、｢右環指末節骨開放骨折｣と診断

された。 

・3 月 22 日午前 11 時 40 分頃、5 号機タービン建屋南側付近において協力企業作業員に体調不良

者が発生。 

入退域管理棟救急医療室の医師の診察を受けたところ、緊急搬送の必要があると診断されたため、

午後0 時26 分、救急車を要請した。 

状況は以下のとおり。 

・身体汚染の有無 なし 

・発生状況  作業中に肺の痛みを訴えた。 

意識はあり、多少の会話は可能な状態。 

当該作業員は、救急車でふたば医療センター附属病院へ到着。 

・救急医療室退出時刻 午後0 時49 分 

・救急車出発時刻 午後0 時51 分 

・救急車到着時刻 午後1 時5 分 

その後、医師より入院が必要と判断され、これまで入院加療中となっていた。 

4 月4 日、協力企業より当該体調不良者の診断書を受領。 

なお、診断結果については、個人の疾病のため、病名等は控える。 

・本日（3 月 23 日）、昨年（2021 年）10 月 18 日に構内で発生した下記人身災害について、富岡労働

基準監督署より元請企業ならびに 1 次請け企業に対して、「労働災害発生後に適切な対応がなさ

れなかったこと」についての指導票が交付された旨、元請企業から以下の連絡を受けた。 

昨年（2021 年）10 月18 日、減容処理設備建設エリアにおいて、金属を切断する設備を床に固定す

るためコンクリート内に埋め込む金物の取付作業を実施中、クレーンを用いて鉄板の吊搬作業を実

施していたところ、鉄板に取り付けた仮吊ピースが外れ、地上約 5 ㎝の高さから鉄板が落下し、金

物取付をしていた協力企業作業員が左手薬指を負傷。状況は以下のとおり。 

・発生時刻：2021 年10 月18 日午後2 時頃 

・発生場所：発電所構内減容処理設備建設エリア 

・身体汚染の有無：なし 

・発生状況：鉄板に仮吊りピースの取り付け吊搬作業を実施中、地上約5cmの高さで仮吊りピー

スが外れ、部材が落下。当該作業を行っていた協力企業作業員の左手小指に鉄板が当たり負

傷。 

翌日（10 月19 日）当該作業員は病院にて診察、治療後、出勤。 

本来であれば、労働災害発生時に、元請企業を通じ当社へ報告をすべきところ、元請け企業まで

の報告に留まっていた。 

本件を踏まえ、当社としては、引き続き、以下について指導を徹底し、再発防止を図ってまいる。 

・怪我の大小に関わらず、必ず救急医療室および緊急時対策室へ報告すること 

・作業計画の変更をする場合には、一旦立ち止まり、設計者等に確認をとり施工計画書の見直

しを行った上で作業を再開すること 

・4 月 23 日午前 7 時頃、新事務本館の北側にある道路において、協力企業作業員が歩行中につま

ずき転倒し、左ひざを打ちつけた。入退域管理棟救急医療室の医師の診察を受けたところ、緊急

搬送の必要があると診断されたため、午後 8 時 45 分救急車を要請し、いわき市医療センターへ

搬送。 

・救急医療室退出時刻 午前9 時10 分 

・救急車1F 出発時刻 午前9 時10 分 

・救急車いわき市医療センター到着時刻 午前10 時7 分 

いわき市医療センターにて診察の結果、左大腿骨顆部骨折、靱帯損傷疑いと診断された。 

【その他】 

・2021 年11 月19 日午後0 時49 分頃、淡水化装置（ＲＯ３）近傍の関連施設内で作業していた当社

社員２名の鼻腔周辺に汚染があることを確認。 

状況は以下のとおり。 

・退出モニタでの測定時刻：午後0 時20 分 

・内部取込の可能性の判断時刻：午後1 時44 分 

・作業場所：淡水化装置（ＲＯ３）近傍の関連施設内 

・作業内容：凍結防止用ヒータ吸気ダクトの補修 

・汚染状況：鼻腔内の汚染検査で汚染検出（バックグラウンド約６０ｃｐｍ） 

・約１５０ｃｐｍ 

・約１２０ｃｐｍ 

・汚染箇所：鼻腔周辺 

当該社員２名については、午後 1 時 54 分、除染により退域基準（４Ｂｑ／ｃｍ２）未満を満足したため、

管理対象区域を退域。 

また、入退域管理棟救急医療室の医師による問診により異常なしと診断され、午後2時26分、入退

域管理棟救急医療室を退室。 

なお、内部被ばく線量の評価については、下記の通り。 

・ホールボディカウンタ測定を実施した結果、セシウム１３７は検出限界値未満。 

・鼻腔内の汚染検査の結果より内部被ばくの可能性が否定できないことから、 

今後詳細な評価を実施する。 

・なお、淡水化装置（ＲＯ３）近傍の関連施設内での作業後のダスト濃度を測定した結果から、

内部被ばく線量を試算したところ、記録レベル（２ｍＳｖ）未満。 

内部被ばくの詳細評価の結果、預託実効線量は、２名とも記録レベル（２ｍＳｖ）未満であった。 

・1 月 6 日午後 0 時 48 分頃、Ｈ４タンクエリアで作業していた協力企業作業員に顔面汚染が確認さ

れたことから、内部取り込みのおそれがあると判断した。 

・内部取込の可能性の判断時刻：午後0 時48 分 

・作業件名：Ｈ４タンクエリア雨水タンクカバー修理 

・汚染状況：鼻腔内の汚染検査で汚染検出（B.G.約150cpm） 

・約1,200cpm 

・汚染箇所：鼻周辺 

当該作業員については、午後 1 時 58 分、除染により退域基準（4Bq/㎝ 2）未満を満足したため、管

理対象区域を退域している。 



    

また、入退域管理棟救急医療室の医師による問診により異常なしと診断され、午後 4 時 4 分、入退

域管理棟救急医療室を退室した。 

なお、鼻腔内を採取した試料の分析結果から内部被ばく線量を評価した結果、記録レベル未満で

あることを確認した。 

・2022 年１月 16 日、福島県浜通り地方に津波注意報が発令され、津波発生のおそれがあると判断

し、午前０時30分、当直長より発電所構内で作業している当社社員および協力企業作業員に対し、

高台への退避指示。その後、福島県浜通り地方に発令されていた津波注意報が解除されたことか

ら、午後２時 11 分、高台への退避指示を解除。なお、津波注意報発令期間における当発電所の潮

位計で確認されたデータを評価したところ、津波高さは約４０ｃｍと推定。また、プラントパラメータ及

びモニタリングポスト指示値については、有意な変動なし。 

その後、1 月 18 日、港湾内に設置されている刺し網について目視確認を行い、津波の影響のない

ことを確認した。 

・1 月19 日、護岸地下水観測孔No.1-12 における放射能分析結果（1 月18 日採取分）において、全

ベータの値が、至近の分析結果と比較して上昇していることを確認。なお、海側遮水壁の外側の海

水分析結果に有意な変動は見られていない。 

・1 月22 日、護岸地下水観測孔No.1-16 における放射能分析結果（1 月21 日採取分）において、セ

シウム 137 の値が、至近の分析結果と比較して上昇していることを確認。なお、海側遮水壁の外側

の海水分析結果に有意な変動は見られていない。 

・2 月 18 日午後 2 時 34 分、1～4 号機車両ゲート付近において、油らしき物の漏えい跡を委託警備

員が発見したと緊急時対策本部に連絡が入った。当社社員が調査を実施したところ、No.2 資材倉

庫前道路、1～4 号機車両ゲート付近～汐見坂～1 号機タービン建屋北側道路上に漏えい跡を確

認。拡大防止処置として当該滴下箇所の油膜を吸着マットで処置を実施。双葉消防本部には午後

4 時30 分連絡（119 番通報）し、午後5 時17 分、富岡消防署により「車両からの油滴下事象と推定」

と判断。午後 5 時 24 分、給油所付近の駐車場に駐車中のユニック車が油の漏えい源であることを

確認し、当該車両の漏えい箇所に対して拡大防止処置を実施。漏えいした油については、側溝へ

の流入がないことを確認している。 

・3 月16 日午後11 時36 分頃、福島県沖を震源とする地震（マグニチュード 7.3）が発生。 

（双葉町：震度6 弱、大熊町：震度6 弱） 

福島第一原子力発電所については、現在のところ、地震による主要設備の異常、モニタリングポス

トの指示値やダストモニタの指示値の有意な変動は確認されていない。 

なお、福島第一原子力発電所において観測された地震計の数値は以下のとおり。 

・福島第一原子力発電所 

水平：221.3 ガル（6 号機） 

垂直：202 ガル（6 号機） 

3 月16 日福島第一原子力発電所構内において、火災報知器が作動。 

状況は以下の通り。 

・発生場所 事務本館（3 月16 日午後11 時36 分） 

            5 号機タービン建屋2 階（3 カ所）（3 月16 日午後11 時50 分） 

・双葉消防本部への連絡時刻 3 月17 日午前0 時5 分（一般回線） 

当社社員による現場確認の結果、火や煙の発生等、異常がないことを確認。 

3 月 17 日午前 2 時 7 分、富岡消防署により事務本館および 5 号機タービン建屋 2 階 3 カ所の火

災報知器の作動について「誤報」と判断された。 

［3 月17 日午前0 時50 分現在］ 

・1～6 号機設備プラントパラメータ 異常なし 

・原子炉注水設備（1～3 号機） 異常なし 

・使用済燃料プール冷却設備（1～6 号機、共用プール） 異常なし 

・3 月17 日午前0 時18 分、水処理設備の運転を停止。パラメータに異常なし。 

［3 月17 日午前1 時現在］ 

・モニタリングポスト指示値 有意な変動なし 

・発電所敷地境界・構内ダストモニタ指示値 以下のとおり 

・構内線量表示器指示値 有意な変動なし 

・構内排水路モニタ指示値（物揚場以外） 有意な変動なし 

・海水放射線モニタ指示値 有意な変動なし 

・構内排水路モニタ指示値（物揚場）については、地震前の 60Bq/L から 230Bq/L に 

上昇を確認。（高警報値：1,500Bq/L） 

・構内連続モニタについては以下のとおり。 

1/2 号西側法面 1.47×10^-5 Bq/cm3 （高警報値：5×10^-5 Bq/cm3） 

1 号海側（2.5m 盤）1.11×10^-5 Bq/cm3 （高警報値：5×10^-5 Bq/cm3） 

3 号海側（2.5m 盤）1.55×10^-5 Bq/cm3 （高警報値：5×10^-5 Bq/cm3） 

・3 月17 日午前1 時、ALPS 処理水タンク水位指示に異常がないことを確認。 

・3 月17 日午前1 時5 分、1～4 号機、5・6 号機、共用プール水位に異常がないことを 

確認。  

・3 月17 日午前1 時19 分、当社社員による高台パトロールを開始。 

［3 月17 日午前2 時現在］ 

1～6 号機設備プラントパラメータ                   異常なし 

原子炉注水設備（1～3 号機）                       異常なし 

使用済燃料プール冷却設備（1，4，6 号機、共用プール） 異常なし 

・3 月17 日午前1 時頃より 2 号機原子炉建屋の構内連続ダストモニタの低下傾向 

を確認。 

3.7×10^-3 Bq/cm3（高警報値：１×10^-3 Bq/cm3） 

・3 月17 日午前1 時現在の構内連続ダストモニタ 1／2 号機法面、1 号海側、3 号 

海側の数値に対して低下傾向を確認。 

その他構内連続ダストモニタは、有意な変動なし。 

・3 月17 日午前１時30 分、構内排水路モニタ指示値（物揚場）の低下傾向を確 

認。 

・5 号機使用済燃料プール冷却設備は地震に伴い自動停止していることを確認。 

・現在、冷却が停止している 2 号機および 5 号機使用済燃料プール冷却設備のプール 

水温度評価については、以下のとおり。 

（2 号機）運転上の制限である 65℃に到達しない。 

（5 号機）運転上の制限である 65℃に到達する時間は、約11 日程度。 

・ろ過水純水装置の汚泥装置油圧ポンプより、数分に 1 滴程度の油滴下を確認し、 

弁閉止操作により油の滴下停止を確認しました。（漏えい量 50cm×50cm×1mm） 



    

・5 号機および 6 号機原子炉建屋オペレーティングフロアにおいて、水溜まりがある 

ことを確認。水溜まりは地震による使用済プール水の揺れにより同プールから溢水 

したものと推定している。 

（発生場所）6 号機原子炉建屋オペレーティングフロア 4 箇所 

（発見時刻）午前2 時20 分頃 

（漏えい範囲）南西 0.3m×0.5m×1mm 

        南東 0.2m×0.2m×1mm 

                北東 0.2m×0.2m×1mm 

               北西 0.2m×0.2m×1mm 

（発生場所）5 号機原子炉建屋オペレーティングフロア 4 箇所 

（発見時刻）午前2 時35 分頃 

（漏えい範囲）南西 5.0m×5.0m×1mm 

       南東 1.0m×0.5m×1mm 

            北東 1.0m×0.5m×1mm 

       北西 1.0m×0.5m×1mm 

なお、5,6 号連続ダストモニタに有意な変動なし。 

・3 月17 日午前2 時45 分に 6 号機タービン補機冷却系（純水）サージタ 

ンクの水位低下（55mm/h）を確認しました。詳細については現在確認中。 

・なお、現時点においてその他漏えい等の異常は確認されていない。 

・3 月17 日午前2 時45 分、既設淡水化装置にウルトラフィルタ洗浄水槽の底部固定 

ボルトより、鉛筆2 本分程度の太さの漏えいを確認しました。水槽の隔離を実施 

し、漏えいは堰内に留まっていることを確認している。 

漏えい範囲 6m×6m×1m（漏えいした水は淡水化処理した後の淡水） 

・3 月17 日午前2 時50 分、高台タンクパトロールにおいて J5 タンクおよび G6 タン 

クエリアにて、堰の塗装のめくれを確認。なお、当該タンクエリアの周囲に漏えい等は確認され

ていない。 

・3 月17 日午前3 時、ストロンチウム処理水タンク（H8-A3）の位置ずれを確認しま 

した。なお、連結配管からの漏えい等は確認されておらず、タンクの水位に有意 

な変動も確認されていない。 

・2 号機使用済燃料プール冷却設備については、スキマサージタンクの水位低下が 

確認されたことから隔離のため、3 月16 日午後11 時59 分、手動停止し、その後、 

水位低下は停止した。 

・3 号機使用済燃料プール冷却設備については、運用停止中で、異常なし 

・5 号機使用済燃料プール冷却設備については、自動停止 

・6 号機使用済燃料プール冷却設備については、3 月17 日午前2 時00 分に運転 

継続している事を確認 

○津波および潮位の状況について 

・1-4 号機取水口開渠に設置している潮位計において、 

3 月17 日午前1 時33 分に津波高さは最大20cm を確認。 

〇格納容器の水位および圧力について 

・現時点において有意な変動は確認されていない。 

・引き続き、傾向監視を継続する。 

・なお詳細な確認には数時間程度要するため、改めてお知らせする。 

〇タンクの位置ずれについて 

・津波注意報が発令されていたことを踏まえ、タンクエリアパトロールは 

高台（33.5m 盤）を先行実施している。 

・現時点において、H8 タンクエリアの A3 タンクに位置ずれが確認されてい 

るが、連結配管等からの漏えい、およびタンク水位に有意な変動は確認されて 

いない。 

・また、J5，G6 タンクエリアにおいて、堰の塗装にめくれが確認されているが、 

漏えいは確認されていない。 

・なお、安全を考慮し、明るくなってから、タンク位置ずれの本格的な現場確認 

を実施する。 

〇コンテナの転倒について 

・安全を考慮し、明るくなってから現場確認を実施する。 

〇地震計について 

・3 号機原子炉建屋1 階，5 階、およびタンクエリア 4 箇所に設置している 

地震計において、地震データが取れていることを確認した。 

・今後、地震データを評価する。 

○陸側遮水壁について 

・陸側遮水壁の冷媒を供給するポンプにおいて、過電流を検知し、ポンプ 

が自動停止した。 

・測温管等の温度の状況について、有意な温度上昇は確認されていない。 

なお、温度指示不良と思われる変動が 3 箇所確認されたが、今後詳細を確認する。 

〇現在実施しているパトロールの状況について 

・上部からの落下物等に留意しながら、安全を最優先に進めている。 

・水漏れ等の異常を確認した場合は速やかにお知らせする。 

○タンクの水位計について 

・ＡＬＰＳ処理水等タンクの一部の水位計にＲＬ（水位計測範囲）逸脱が 

確認されていましたが、本日（3 月17 日）午前4 時31 分に漏えい等の異常 

がないことを確認。 

○今後、海側の設備を含めて、安全を最優先にパトロールを進める。 

なお、2 号機の使用済燃料プール冷却設備については、準備ができ次第運転 

を再開する。 

〇3 月16 日午後11 時37 分、陸側遮水壁設備について、供給ポンプの過電流 

検知により自動停止していることを確認。なお、温度については現在確認中。 

〇3 月17 日午前4 時8 分、5 号機の使用済燃料プール冷却設備については、運転を 

再開した。 

〇3 月17 日午前4 時10 分、ろ過水設備の西側にある雨水を保管しているノッチ 

タンクより指3 本分程度の太さの漏えいを確認。 

○運用補助共用施設（共用プール建屋）において、水溜まりがあることを確認 

水溜まりは地震による使用済燃料プール水の揺れにより同プールから 



    

溢水したものと推定している。 

・発生場所・漏えい範囲 共用プール北東、南西レール付近 

            0.3ｍ×3.0ｍ×1ｍｍ 

            北側真空乾燥装置冷却ユニット東 

            1.0ｍ×1.0ｍ×1ｍｍ 

○5 号機原子炉建屋空調設備については、空調隔離弁が全閉し、自動停止して 

いることを 3 月17 日午前4 時55 分に確認。 

なお、モニタ指示値に有意な変動は確認されていない。 

○1 号機原子炉格納容器圧力について、一度上昇し、低下していることを 

3 月17 日午前5 時48 分に確認。 

・地震発生前（3 月16 日午後10 時30 分）：0.13ｋPa 

・地震発生後（3 月16 日午後11 時37 分）：0.28ｋPa 

・その後  （3 月17 日午前 5 時37 分）：0.00ｋPa 

なお、1 号機原子炉建屋連続ダストモニタについては、午前5 時59 分に有意な 

変動がないことを確認している。 

◯3 月17 日午前4 時30 分頃、区分Ⅲパトロールにて淡水化装置（RO－2）亜硫酸 

ソーダタンクがスロッシングによる漏えいを確認。漏えいは堰内に留まって 

いることを確認した。 

なお、漏えい範囲は、1m×1m×1mm。 

◯3 月17 日午前5 時頃、設置工事中の原水ろ過水純水汚泥増設排水設備の処理水タ 

ンクに亀裂があり、内部のろ過水が漏えいしていることを確認した。 

なお、同設備は試運用中であり、放射性物質の漏えいはない。 

◯3 月17 日午前5 時13 分、区分Ⅲパトロールにて以下を確認。 

・高性能ALPS サンプルタンク（A、C）の位置ずれ 

・増設ALPS サンプルタンク（A、C）の位置ずれ 

なお、漏えい等は確認されていない。 

◯運用補助共用施設（共用プール建屋）において午前6 時25 分に排気放射線モニ 

タのサンプルポンプが停止していることを確認。 

準備が出き次第、運転再開する。 

◯3 月17 日午前6 時25 分に 6 号機タービン補機冷却系の海水ポンプ（A）冷却水の 

入口弁下流から漏えいしていることを確認。 

◯3 月17 日午前6 時29 分に海水ポンプを（A）から（B）へ切り替え、海水ポンプ 

（A）の冷却水の隔離を行い、タービン補機冷却系サージタンクの水位低下の 

停止を確認。 

なお、冷却水は純水であり、放射性物質の漏えいはない。 

◯3 月17 日午前6 時30 分現在、モニタリングポスト、周辺監視境界連続ダストモ 

ニタ、構内連続ダストモニタに有意な変動なし。 

なお、2 号原子炉建屋1 階の連続ダストモニタについては、午前4 時39 分に高警 

報がクリアし、その後も低下傾向を確認している。 

◯1 号機原子炉格納容器圧力については、0.00kPa に到達後、変化がないことを 

確認した。 

◯2 号機原子炉格納容器圧力については、以下のとおり。 

地震発生前（3 月16 日午後11 時30 分）：3.15kPa 

地震発生後（3 月17 日午前2 時26 分）：3.22kPa 

その後（3 月17 日午前6 時50 分）：3.07kPa 

◯3 号機原子炉格納容器圧力について 0.45kPa で変化がないことを確認した。 

◯3 月17 日午前6 時29 分4 号原子炉建屋カバー建屋内に梁のような鉄骨が落下して 

いることを確認した。 

◯3 月17 日午前7 時38 分2 号機使用済燃料プール冷却設備の運転を再開。 

現場確認後、異常がないことを確認。 

［3 月17 日午前8 時現在の状況］ 

◯下記4 件の漏えいの報告がない設備について、漏えい等の異常がないことを確認。 

・滞留水移送設備 

・セシウム吸着装置等 

・淡水化装置等 

・多核種除去設備等 

◯下記3 件の設備について漏えい等の異常がないことを確認。 

・サブドレン他浄化設備 

・陸側遮水壁設備 

・地下水バイパス設備 

◯なお、各設備の停止状態に異常がないことおよび火災がないことを確認している。 

◯1～3 号CST 路注設備、共用FPC 設備、使用済燃料プール二次系設備、電源設備 

のパトロールが完了。 

◯モニタリングポスト、周辺監視境界連続ダストモニタ、構内連続ダストモニタ 

に有意な変動なし。 

◯排水路モニタの内、物揚場PSF モニタが低下後、変化がないこと、その他有意 

な変動がないこと確認。 

◯また、1 号機原子炉建屋1 階連続ダストモニタが 5.7×10^-4Bq/cm3 で上昇中で 

あること、2 号機原子炉建屋1 階連続ダストモニタは低下傾向であることを確認。 

その他の建屋内モニタは変動がないことまたは低下傾向であることを確認。 

◯5,6 号機原子炉建屋、タービン建屋、廃棄物処理建屋、雑固体廃棄物焼却建屋に 

ついて、漏えい等の異常がないことを確認。 

［3 月17 日午前9 時までの確認状況］ 

○発電所構内の一時保管エリア a に保管中のコンテナ 6 基が転倒し内容物が出てい 

ることを確認した。転倒したコンテナのうち、5 基が使用済保護衣、1 基は 

鉄くずが保管されており、内容物の線量測定をした結果、バックグラウンド相 

当であることを確認。 

○構内道路の一部にアスファルトの亀裂が確認されましたが、通行に支障はない。 

○サブドレン集水タンク NO.1 の防水塗装に剥がれが確認されたが、タンク機能に 

影響はない。 

○タンク水位計指示値不良38 台のうち 27 台は、初期化により復旧している。 

残り 11 台については、予備品を使用して復旧する予定。 



    

［3 月17 日午前10 時までの確認状況］ 

○3 月17 日午前9 時10 分、5 号機原子炉建屋5 階から 4 階の階段踊り場に水たまり 

があることを発見。水の滴下は止まっている。 

〇発電所構内の複数のタンクエリアにおいて、多数の汚染水タンクが滑動して 

いることおよび堰内の防水塗装に破損があることを確認。 

現在、詳細な基数について確認中。 

なお、タンクは基礎固定せず滑動する設計となっている。 

〇1 号機原子炉建屋内連続ダストモニタの指示値上昇の確認について、 

その後、上昇前のレベルまで低下したことを確認した。 

〇物揚場ＰＳＦモニタ上昇について、サンプリングの結果、排水路本流とモニタ 

集水槽の全ベータの値に差がないことから、モニタ検出器自体が汚染されたも 

のと判断した。 

〇3 月17 日午前10 時、5 号機原子炉建屋において、放射性液体漏えい警報が発生。 

今後、現場確認を実施する予定。 

［3 月17 日午前11 時までの確認状況］ 

〇5 号機 原子炉建屋で発生した漏えい検知警報について、現場確認の結果、 

残留熱除去海水系の配管貫通部より、指4 本程度の太さで室内に流入して 

いることを確認。 

〇Ｆエリアのタンク 6 基について、フランジ部より 2 秒に 1 滴の滴下していることを 

確認した。なお、滴下した水については堰内に留まっている。 

〇雨水モバイル受入タンク（Ａ）の受入配管から連続的に滴下していることを確認。 

〇雨水処理設備ＲＯ膜ユニット（Ａ）Ａ－1 入口配管付近より 1 滴／分の滴下を確認。 

なお、滴下した水については堰内に留まっている。 

また当該設備については現在停止中であり、今後、当該部の養生を実施する予定。 

〇滞留水移送設備等については準備が整い次第復旧を開始する。 

［3 月17 日午後0 時までの状況］ 

〇5 号機原子炉建屋階段踊り場における水たまりについて現場確認をした結果、 

3 階、4 階、および 4 階から 5 階の階段室踊り場に水たまりを確認。 

水たまりについては、燃料プール水の揺れにより同プールから溢水した水が水面 

近傍の空調ダクトに流入し、つなぎ目部より滴下したものと推定。 

現在、滴下は停止しており、水たまりについては拭き取りを実施した。 

〇Ｈ2 エリアタンクＣ3－Ｄ3 タンク間の連結管において、連結管付根部の下部に 

水たまりを確認。現在、付根部からの滴下はなく、堰内に留まっている。 

〇下記の漏えい箇所について漏えいが停止したことを確認。 

・原水ろ過水純水汚泥増設排水設備の処理水タンクからのろ過水漏えい 

・既設淡水化装置のウルトラフィルタ洗浄水槽からの淡水化処理水漏えい 

〇タンク水位計指示不良については更に 1 台が復旧し、38 台中28 台が復旧完了して 

いる。残り 10 台については予備品を使用して復旧する予定。 

〇5・6 号機ゲートから海抜2.5ｍエリアの海側に向かう道路で陥没が確認され、 

当該箇所の通行が不可となっている。 

［3 月17 日午後1 時30 分までの状況］ 

○区分Ⅲパトロールが完了。パトロールにおいて確認された水漏れ等の不具合に対 

しては、対策を講じる。 

なお、引き続き定例のパトロールにおいても現場設備の状況を注視してまいる。 

○滞留水移送設備の滞留水移送ポンプ全台の起動を完了し、起動後の健全性が確保 

されていることを確認した。 

○F タンクエリアのタンク 6 基について、滴下箇所の養生が完了した。（11 カ所） 

［3 月17 日午後2 時30 分までの状況］ 

○運転員の定例パトロールにおいて 3 号機廃棄物処理設備建屋1 階において、以下 

の配管貫通部から水の流入を確認。 

・使用済燃料プール設備1 次系ろ過脱塩器（B）の入口配管貫通部（鉛筆1 本分の 

太さ） 

・同系出口配管貫通部（1 秒間に 5～6 滴） 

○流入した水は堰内に留まっている。 

○H2 エリア堰内C3ーD3 タンク連結管付け根下部の水たまりについて、分析結果 

より雨水と判断した。 

○5 号機原子炉建屋オペレーションフロアにおいて、燃料プール水の揺れにより 

溢水した水の拭き取りが完了した。 

○6 号機原子炉建屋オペレーションフロアにおいて、燃料プール水の揺れにより溢 

水した水の拭き取りが完了した。 

○港湾にある設備の点検結果については以下のとおり 

・1－4 号護岸エリア、5－6 号護岸エリアのフェーシング等にひび割れを確認。 

・メガフロート北側護岸ブロックにずれがあることを確認。 

・その他護岸周辺設備に異常は確認されていない。 

○一時保管エリア（f）で地震発生以前に破損が確認されていたコンテナについて、 

今回の地震で破損状況の拡大を確認。当該コンテナの内容物は使用済保護衣 

であり、内容物の線量はバックグラウンドと同等であることを確認した。 

○一時保管エリア（N）において屋根の一部が破損していることを確認。 

［3 月17 日午後4 時までの状況］ 

○一時保管エリア a で転倒していたコンテナ 6 基の内容物について詳細確認を実施 

したところ、4 基が使用済保護衣､2 基が鉄くずであることを確認。 

なお、転倒したコンテナについては、積み直しが完了した。 

○5 号機原子炉建屋で発生した残留熱除去海水系配管貫通部からの流入について、 

分析の結果、5 号機タービン建屋滞留水が流入したものと判断したことから、 

同建屋へ仮設ポンプにて移送を開始した。 

○ろ過水設備の西側にある雨水を保管しているノッチタンクから漏えいした水の 

分析結果より雨水と判断した。 

○陸側遮水壁設備について、自動停止していた設備の復旧が完了した。 

○一時保管エリア（Ｎ）について、詳細に確認を実施したところ屋根は破損して 

いないことを確認した。 

［3 月17 日午後6 時30 分までの状況］ 

○一時保管エリアｂについて、区分Ⅲパトロール後の詳細確認の結果、保管中の 



    

コンテナ数基が転倒し内容物が出ていることを確認。 

また、傾いているコンテナが数基あることを確認。 

なお、内容物の線量測定をした結果、バックグラウンド相当であることを確認。 

今後、準備が整い次第復旧を開始する。 

○サブドレン他浄化設備について、復旧が完了した。 

○運用補助共用施設（共用プール建屋）において、燃料プール水の揺れにより溢水 

した水の拭き取りが完了した。 

警戒事態該当事象（所在町で震度６弱以上の地震発生）における地震後パトロール 

の結果、午後7 時15 分、確認された設備トラブルが発電所運営に影響を及ぼすことが 

ないと判断した。 

よって、これより通常の監視態勢へ移行する。 

［3 月17 日午後8 時30 分までの状況］ 

○3 号機 廃棄物処理設備建屋1 階の配管貫通部からの水の流入について、ろ過脱塩 

器（Ｂ）室を確認したところ、内部に水たまりを確認。 

燃料プールの水揺れによりスキマサージタンクへ流入した水が配管から流出した 

ものと判断している。 

○5 号機原子炉建屋で発生した残留熱除去海水系配管貫通部からの流入箇所の応急的 

な止水処理の結果、指4 本程度の太さから、3 秒に 1 滴程度まで減少したことを 

確認した。 

［3 月17 日午後9 時30 分までの状況］ 

○タンク水位計の指示不良については、水位計10 台の復旧が完了し、38 台全数の 

復旧が完了。 

復旧した水位計の他、全ての水位計の指示について異常のないことを確認した。 

［3 月18 日午後1 時30 分までの状況］ 

○淡水化装置（RO-2）亜硫酸ソーダタンクのスロッシングによる堰内漏えいについて 

は、拭き取り清掃を行い異常の無いことを確認した。 

○雨水モバイル受入タンク（Ａ）の受入配管からの滴下については、配管内の水抜き 

を行い漏えいが止まったことを確認した。 

なお、当該機は（Ｂ）系が運用可能なため運用に支障なし。 

［3 月18 日午後4 時30 分までの状況］ 

○多核種除去設備で処理する前と後の水を保管している中低濃度タンクについては、 

全数確認が終了し、160 基のずれを確認したが、漏えいのないことを確認した。 

なお、当該タンクは基礎に固定しておらず、ずれる設計となっている。 

○一時保管エリアｂで転倒していたコンテナについては、積み直しが完了。 

○運用補助共用施設（共用プール建屋）の排気放射線モニタのサンプルポンプの停 

止については、運転を再開し異常のないことを確認した。 

［3 月19 日午後2 時までの状況］ 

○雨水処理設備RO 膜ユニット（A）A－1 入口配管付近より確認されていた 1 滴／分 

の滴下について、滴下が停止したことを確認した。 

また、当該部への養生を行った。 

○3 号機廃棄物処理設備建屋1 階の配管貫通部から確認された水の流入について、 

流入が停止したことを確認した。 

また、流入した水について拭き取りを行った。 

  ［3 月20 日午後3 時までの状況］ 

○本日（3 月20 日）午前7 時22 分頃、サブドレン集水タンク No.7 接続配管から 

水が漏えいしていることを協力企業作業員が発見。 

状況は以下のとおりです。 

・発生場所（設備名称）サブドレン集水タンク No.7 

・漏えい箇所     接続配管 

・漏えい範囲     堰内の深さ 30mm 

・拡大防止処置    サブドレン集水タンク No.6 へ移送していたサブドレン 

中継タンク No.3 の移送ポンプを停止した 

・漏えい継続の有無  漏えいの状況については、滴下程度に収まり、配管保 

温材から滴下している状況（1 滴／5 秒）ですが、滴下している 

水については養生を実施済み。 

サブドレン集水タンク No.1～7 の水位に異常な変動はなし。 

・外部への影響    漏えいした水は堰内（高さ 200ｍｍ）に留まっている。 

漏えい箇所については引き続き確認を実施。 

○本日タンクエリアパトロールにおいて、Ｅタンクエリアの内堰の雨水の水位 

が、昨日6cm の所、3cm に低下していることを確認。水位測定場所近傍に漏え 

い痕らしきものを確認したが現状、漏えいがないことを確認。 

今後、堰内雨水水位の変化の有無を継続して確認するとともに、準備が整い次 

第、漏えい痕の確認された箇所に対する補修作業を実施予定。 

なお、Ｅタンクエリアのタンク水位に変化がないこと、Ｅタンクエリア以外の 

タンクエリアの内堰の雨水水位の低下がないことを確認しています。 

建屋滞留水の移送状況について、パトロール及び警報監視において、漏えい等 

の異常はなし。 

［3 月21 日午後5 時までの状況］ 

〇昨日(3 月20 日)の E タンクエリアの内堰の雨水の水位が、昨日3cm の所、1cm 程度 

に低下していることを確認。水位測定場所近傍の漏えい痕の確認された場所につい 

ては補修作業を実施中。現状、漏えいがないことを確認。今後も、堰内雨水水位の 

変化の有無を継続して確認する予定。 

〇昨日(3 月 20 日)のサブドレン集水タンクＮｏ．７接続配管からの水の漏えいのその後の

状況は下記の通り。 

・堰内の水についてトリチウムを分析した結果、検出限界値(77Bq/l)未満である 

ことから、午後0 時15 分、雨水と判断。 

〇本日(3 月21 日)、午前11 時39 分、2 号機タービン建屋西側にあるサブドレン 

ピット No.23 のサンプリングを実施した際、採水容器に油らしき物を確認。当該 

サブドレンピットの油分分析を行ったところ、油分が 9.8mg/l 検出。 

なお、サブドレンサンプルタンクにおいては、排水前に分析を行い異常がないこと 

を確認した上で排水を行っており、直近の排水時における油分分析結果は検出限界 

値未満（検出限界値0.3mg/l）であることを確認。 



    

また、サブドレンピット No.23 及び連結管で繋がっている No.24～No.27 と中継1 

タンク系統の汲み上げを停止。 

今後、サブドレンピット No.23 周辺のピット内における油分の有無や原因の調査を 

実施。状況は下記の通り。 

・中継タンク No.1 の油分分析をした結果、検出限界値未満（検出限界値0.3mg/l)で 

あることを確認。 

・この結果、No.23～No.27 を除く中継タンク No.1 系統の汲み上げを、午後2 時36 

分再開。 

〇本日(3 月21 日)、午前11 時2 分頃、既設多核種除去設備建屋西側において、移送 

配管の漏えい検知器の作動を協力企業作業員が確認。状況は以下の通り。 

・発見時刻 午前11 時2 分頃 

・発生場所 既設多核種除去設備建屋西側 

なお、目視したところ現場に水漏れがないこと確認。 

その後の状況は下記の通り。 

・配管は、RO 濃縮水の移送配管、現場にて測定した結果、周辺450cpm に対して、 

検知器周辺が 750cpm であることを確認。この結果から、現時点では雨水・結露水 

であると特定することが難しいと判断。 

・漏えい検知器外への漏えいは確認されていないが、念のため養生を実施。 

・3 月23 日、現場確認を実施し、保温材内部の水を採取し測定したところ、 

バックグラウンド 350cpm に対し、バックグラウンド同等であることを確認。 

以上より、午後1 時30 分、配管からの漏えいではなく、結露水等と判断した。 

なお、これまで「漏えい検知器」と記載していたが、「濡れ感知器」に訂正する。 

［3 月24 日までの状況］ 

〇5 号機原子炉建屋空調設備については、3 月17 日午前4 時55 分に空調隔離弁が全閉し、自

動停止していることを確認していたが、3 月 24 日、空調隔離弁を全開にしたことから、同日午

後3 時35 分に原子炉建屋空調設備の運転を再開した。 

［4 月7 日までの状況］ 

〇Ｆエリアのタンク 6 基のフランジ部からの滴下について、滴下箇所の補修を実施の 

うえ、その後経過観察をおこない、4 月7 日午後2 時に補修箇所からの滴下がない 

ことを確認した。 

・3 月25 日午後0 時8 分頃、福島県沖を震源とする地震が発生。 

発電所周辺町での最大震度は４。（気象庁発表） 

福島第一原子力発電所内で観測された地震加速度の最大値は、6号機原子炉建屋基礎マットにお

いて、水平：１６．９ガル、垂直：１２．６ガル。 

福島第一原子力発電所の現在のプラント状況は以下のとおり。 

・1～6 号機設備プラントパラメータ  異常なし 

・滞留水移送設備・水処理設備パラメータ 異常なし 

・原子炉注水設備（1～3 号機）  異常なし 

・使用済燃料プール冷却設備（1，2，5，6 号機、共用プール）異常なし 

※3，4 号機は地震前から停止中 

・モニタリングポスト指示値   有意な変動なし 

・発電所敷地境界・構内ダストモニタ指示値 有意な変動なし 

・構内線量表示器指示値   有意な変動なし 

・構内排水路モニタ、海水放射線モニタ指示値 有意な変動なし 

地震後に実施していた区分Ⅱのパトロールが午後2 時44 分に完了し、設備に異常がないことを確

認。 

この地震による社員、協力企業作業員にケガ人の発生なし。 

・3 月 30 日午後 1 時 42 分、正門脇にある電気絶縁油タンクのバルブ下部に油の漏えい跡があるこ

とを協力企業作業員が発見。 

状況は以下のとおり。 

・漏えい範囲  約50cm×50cm×1mm×1 箇所 

約20cm×20cm×1mm×2 箇所 

・拡大防止処置  電気絶縁油タンク堰内に留まっている 

・漏えい継続の有無 なし 

・双葉消防本部への連絡時刻 午後1 時52 分（119 番通報） 

午後2 時30 分、富岡消防署により「油漏えい事象」と判断された。 

油の漏えい跡3 箇所について、拭き取りと回収が午後2 時45 分に完了。 

また、油の漏えい跡が確認された上部にあるバルブフランジ部について、袋養生を実施。 

なお、現在漏えいは確認されていない。 

・4 月4 日午後7 時29 分頃、福島県沖を震源とする地震が発生。 

発電所周辺町での最大震度は４。（気象庁発表） 

福島第一原子力発電所内で観測された地震加速度の最大値は、6号機原子炉建屋基礎マットにお

いて、水平：６．７ガル、垂直：５．８ガル。 

福島第一原子力発電所の現在のプラント状況は以下のとおり。 

・1～6 号機設備プラントパラメータ  異常なし 

・滞留水移送設備・水処理設備パラメータ 異常なし 

・原子炉注水設備（1～3 号機）  運転継続 

・使用済燃料プール冷却設備（1,2,5,6 号機、共用プール）運転継続 

※3,4 号機は地震発生前から停止中 

・雑固体廃棄物焼却設備パラメータ  異常なし 

・モニタリングポスト指示値   有意な変動なし 

・発電所敷地境界・構内ダストモニタ指示値 有意な変動なし 

・構内線量表示器指示値   有意な変動なし 

・構内排水路モニタ、海水放射線モニタ指示値 有意な変動なし 

・4 月 13 日午前 10 時 28 分頃、F タンクエリアの J2 から水が滴下していることを当社社員が発見し

た。 

状況は以下のとおり。 

・発生場所（設備名称）  F タンクエリア 

・漏えい箇所        J2 タンクフランジ部 

・漏えい範囲        約3cm×5cm×深さ 1mm 

・漏えい継続の有無   9 分に 1 滴程度 

・外部への影響      漏えいした水は堰内に留まっている 



    

また、滴下に対し、受けの設置を完了した。 

・4 月19 日午前8 時16 分頃、福島県中通りを震源とする地震が発生。 

発電所周辺町での最大震度は４。（気象庁発表） 

福島第一原子力発電所内で観測された地震加速度の最大値は、6号機原子炉建屋基礎マットにお

いて、水平：６．９ガル、垂直：６．１ガル。 

福島第一原子力発電所のプラント状況は以下のとおり。 

・1～6 号機設備プラントパラメータ  異常なし 

・滞留水移送設備・水処理設備パラメータ 異常なし 

・原子炉注水設備（1～3 号機）  運転継続 

・使用済燃料プール冷却設備（1,2,5,6 号機、共用プール）運転継続 

※3,4 号機は地震発生前から停止中 

・モニタリングポスト指示値   有意な変動なし 

・発電所敷地境界・構内ダストモニタ指示値 有意な変動なし 

・構内線量表示器指示値   有意な変動なし 

・構内排水路モニタ、海水放射線モニタ指示値 有意な変動なし 

・5 月22 日午後0 時24 分頃、茨城県沖を震源とする地震（マグニチュード 5.8）が発生。 

発電所周辺町での最大震度は４。（気象庁発表） 

福島第一原子力発電所内で観測された地震加速度の最大値は、6号機原子炉建屋基礎マットにお

いて、水平：44.2 ガル、垂直：38.5 ガル。 

福島第一原子力発電所の午後0 時50 分時点のプラント状況は以下のとおり。 

・1～6 号機設備プラントパラメータ  異常なし 

・滞留水移送設備・水処理設備パラメータ 異常なし 

・原子炉注水設備（1～3 号機）  運転継続 

・雑固体焼却設備    異常なし 

・使用済燃料プール冷却設備（1，2，5，6 号機、共用プール）運転継続 

※3，4 号機は地震発生前から停止中 

・モニタリングポスト指示値   有意な変動なし 

・発電所敷地境界・構内ダストモニタ指示値 有意な変動なし 

・構内線量表示器指示値   有意な変動なし 

・海水放射線モニタ・構内排水路モニタ指示値 有意な変動なし 

・現在、区分Ⅱのパトロールを実施中。 

地震の大きさは、マグニチュード 6.0（5 月22 日午後2 時20 分気象庁が更新情報を発表） 

区分Ⅱのパトロールが 5 月22 日午後4 時30 分に完了し、設備に異常がないことを確認。 

なお、陸側遮水壁設備については、運転継続していることを確認。 

また、地震計の観測記録については、確認して設備の評価に活用する。  

地震によるけが人の発生は確認されていない。 

・7 月 7 日午前 7 時 32 分、物揚げ場付近の海面に油が漏えいしていることを協力企業作業員が発

見した。 

状況は以下のとおり。 

・漏えい範囲   海面 約2ｍ×5ｍ 

・拡大防止処置   確認中 

・漏えい継続の有無  確認中 

・双葉消防本部への連絡時刻 午前7 時39 分 

当社社員が現場を確認したところ、発電所構内物揚げ場排水路出口に約5ｍ×15ｍの油膜があり、

そこから港湾内護岸付近の海面に約2ｍ×5ｍで浮遊していること、付近に火気が無いことを確認し

た。 

状況は以下のとおり。 

・漏えい継続の有無  確認中 

・拡大防止処置   準備中 

・海上保安部への報告時刻  午前7 時42 分 

油の拡大防止処置として、午前 10 時 15 分、港湾内護岸付近に浮遊している油膜の外側にオイル

フェンスを設置した。また、吸着マットにより浮遊している油膜の回収を実施している。 

なお、発電所構内物揚場排水路出口付近にも吸着マットを設置しており、その上流側に少量の油

が継続して溜まっていることを確認している。 

漏えいの原因については引き続き確認中。 

発電所構内物揚場排水路出口付近に土嚢を設置し、その上流側にある油膜について、引き続き吸

着マットによる処理を実施中だが、海側については、港湾内護岸付近に浮遊していた油膜を含め、

吸着マット等による処理を完了している。 

また、漏えいの原因について調査したところ、発電所構内物揚場付近に駐車していた油抜き済み

のトレーラーから残油が漏えいし、排水路へ流入していたものと判断した。 

漏えいは停止していますが、念のためトレーラー下部へ受け容器を設置済み。 

なお、排水路への流入抑制対策として、当該トレーラー近傍に土嚢ならびに吸着マットを設置した。 

油の漏えいの原因となった発電所構内物揚場付近に駐車していたトレーラー近傍にある発電所構

内物揚場排水路開口部から排水路出口を繋ぐ暗渠において、漏えいした油が付着していることを

確認したことから、準備が整い次第、洗浄作業を実施する。 

なお、発電所構内物揚場排水路出口付近には土嚢と吸着マットを設置しているため、引き続き漏え

いした油はその上流側に留まっており、海側への漏えいは確認されていない。 

発電所構内物揚場付近に駐車していたトレーラーからの油漏れにより、近傍にある発電所構内物

揚場排水路開口部から排水路出口を繋ぐ暗渠に付着した油について、洗浄作業が終了した。 

その後、海面に油は確認されていない。 

また、7 月8 日午後3 時19 分、本件について、消防署から「油漏えい事象」と判断された。 


